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は じ め に 
 
 
 この報告書は、平成 19年新潟県中越沖地震における、新潟大学学生ボランティア本部『ボ
ラんち。』のこれまでの活動を一冊にまとめたものである。ボラんち。のスタッフが何を思い、

何を考え、どう行動したのか。この報告書の作成を通して、これまでの活動に対する反省を

するとともに、今後どのような活動を展開すべきかを、改めて考えることができた。また、

この報告書を基に、学生によるボランティアコーディネート組織を新たに創ることができる

よう、私たちが活動の際に活用した資料やフォーマットも最後にまとめておいた。参考にし

ていただければ、幸いである。 
 今回、報告書という形でまとめたが、中越沖地震に対する私たちの活動は終わったわけで

はない、ということを強調しておきたい。本日の報告会が一区切りでもあり、また新たな一

歩を踏み出すスタート地点でもある。 
 また、この報告書に対するご質問・ご意見等も大歓迎である。皆さまからのご意見を基に、

私たちの活動をより良いものにしたいと考えている。 
 最後になったが、この報告書を作成するにあたり、協力していただいた関係者のみなさま

にこの場をお借りして、御礼を申し上げる。 
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§１ 

２回目の大地震 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新潟県中越沖地震概要 

災害シミュレーション概要 
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新潟県中越沖地震 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■概況 
 平成19 年７月16 日10 時13 分、新潟県上中
越沖の深さ17km を震源とするマグニチュー
ド（以下Ｍと記述）6.8（暫定値、以下同様）
の地震が発生し、新潟県長岡市、柏崎市、刈

羽村と長野県飯綱町で震度６強、新潟県上越

市、小千谷市、出雲崎町で震度６弱を観測し

たほか、北陸地方を中心に東北地方から近

畿・中国地方にかけて震度５強～１を観測し

た。 
この地震により柏崎（国土地理院）で32cm
（10 時22 分）、小木（国土地理院）で27cm
（10 時33 分）など、新潟県を中心に秋田県
から石川県の沿岸で津波を観測した。なお、

地震調査委員会によれば、柏崎（新潟県管轄）

で高さ約１ｍの津波を観測した。 
この地震により新潟県を中心に長野県、富

山県で被害が生じた（死者11 名、負傷者1,985 
名、住家全壊1,024 棟、住家半壊1,441 棟な
ど；７月30 日16 時現在；総務省消防庁災害
対策本部による）。 
気象庁はこの地震を「平成19 年（2007 年）
新潟県中越沖地震」と命名した。 
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●主なライフラインの被害状況 
電気   最大停電 35,344戸 
都市ガス 最大停止 35,150戸 
水道   最大断水 61,532戸 
 
●避難者状況  
避難者  最大避難者数 12,483人 
     最大避難所数 116箇所 
 

8月 31日をもって全避難所閉鎖 
 
●道路の被害状況 

災害状況等 延べ通行止め箇所数 

土砂崩れ 9 
路面陥没・路肩決壊等 12 
事前通行規制（構造物

倒壊の恐れ等） 
4 

その他（家屋倒壊等） 4 
合計 29 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【参考】 

気象庁 HP 平成 19年(2007年)新潟県中越沖地震の特集 

新潟県 HP 平成 19年(2007年)新潟県中越沖地震関連情報 
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災害シミュレーション 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 実は新潟県中越沖地震が起こる直前、我々

は次の災害に向けて、シミュレーションを行

っていた。 
 
■目的 
 
 災害時は時々刻々と情報が変化し、それと

ともに素早い対応が求められる。いざという 
とき災害発生時に瞬時にどう動くか、そのた

めの事前準備として今何ができるか。この２

点を明確にするために行った。この２点を明

確にし、災害時スタッフマニュアルを作成し、

瞬時に迷わず行動できるようにすることが

この活動の目的である。 
 
 シミュレーションは３段階に分けて行う事

にした。 
 
①第１回災害シミュレーション 
  …大まかな災害時のスタッフの活動の流れを確認 

   する。 

②第２回災害シミュレーション 
  …さらに細かい点のチェックを行う。 

③第３回災害シミュレーション 
  …これまでの２回のシミュレーションで作成した 

   マニュアルを用いて、実際にマニュアルに沿っ 

   た緊急体勢をとることで、マニュアルが機能で 

   きるかどうかを確認する。 
 
■第１回災害シミュレーション 
 
 新潟県三条地域で水害が発生した仮定のも

と座談会形式で以下の 5 段階に分けたミー
ティングを行った。 
 
①新潟県三条地域で水害が発生と仮定 
 
②災害情報等をどこから集めるか。 
…現地で学生がボランティア活動をできるか。道順公共交通

機関、一般車道はどのようになっているか、現地に気象警報
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は出ていないか、現地の活動で気をつけることは何か、等、

学生のコーディネートにおける必要な情報を速やかに収集、

整理しなければならない。この情報源を予め見つけておき瞬

時に対応できるようにするための段階である。 

 
③被害の予想と話し合い&実際の 7.13水害 
 との照合。 
…被害を予測することで、現地での活動の危険性や、必要な

支援もある程度分かってくる。また、かつての 7.13水害との

被害の照らし合わせをすることにより、予測できなかった被

害についてもフォロ‐する。実際の災害と、予測の部分での

違いを明らかにし、実際の災害の恐ろしさを認識する段階で

ある。 

 
④ボラんち。がどう動くかを議論。 
…以上を踏まえた上で、ボラんち。に具体的にできることは

何か、どのように学生をコーディネートするか話し合う。 

 
⑤自分個人がどう動くかを議論。 
…ボラんち。の具体的な活動のなかで、自分にはなにができ

るかを考える。 

 
⑥シミュレーションを通して今なにを準備 
 しておかなければならないかを議論。 
…ボラんち。の具体的な活動を災害発生時に瞬時に行動に移

さなければならない。このための事前準備として今からでき

ることをはっきりさせ、活動を開始する。この活動の成果を

次回の第２回災害シミュレーションミーティングで発表、活

用できる形にする。 

 
■第２回災害シミュレーション 
 
 村上で震度 6強の地震が発生した仮定のも
と座談会形式でミーティングを行った。今回

は第１回災害シミュレーションミーティン

グで決定した各班の事前準備の中間報告を

行い、具体的な各班の活動についての確認を

行った。不足な点を明確にし、災害時スタッ

フ対応マニュアルを完成することが、今回の

ミーティングの目的である。 

 班は以下の通り。 
 
○つながり班 
・災害復興科学センターとの連携。 
・学務部学生支援課との連携 
・学内他団体とのつながり 
 
○記録班 
・活動記録時系列シート作成 
・活動記録 
・災害時スタッフ情報共有サイト運営 
・HPの運営 
・広報誌（PoNP）の作成・発行 
・パンフレットの作成 
 
○情報班 
・インターネットのサイト一覧表作成              
 
○派遣班 
・「ボランティア受付シート」作成 
・「危機管理マニュアル」作成 
・「ボランティアの心得」作成 
・「災害ボランティア活動の手順」作成 
 
■第３回災害シミュレーション 
 
 ２回にわたる災害シミュレーションの結果、

災害時スタッフ対応マニュアルが完成した。

しかしマニュアルが完全に機能するかどう

かは実践してみないと分からない部分もあ

る。このため、ボラんち。で仮想災害に対す

る仮の緊急体勢での活動を 3日間行い、スタ
ッフ対応マニュアルの改善を行った。 
 
 仮想災害の災害情報をメーリングリストで

流し、時々刻々変化する情報に対してスタッ

フが対処する形をとった。今回の仮想災害は

10．23新潟県中越地震をもとに考えたもの
である。 
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■シミュレーションを振り返って 
 
 1日終わるごとに、振り返りシートの記入
と反省を行い、次の日は反省を反映させるよ

うな行動をとるように全員が心がけた。実際

の模擬コーディネートで、被災地のボランテ

ィアセンターが立ち上がるまでは学生を派

遣できない。この時間を利用して、情報収集

を行い、いつでも学生を現地に派遣できるよ

うな状態にしておければ望ましい。 
 今回のシミュレーションで作られた、記入

シート、コーディネート対応マニュアル等は

このまま活用する。今後シミュレーション自

体も定期的に行い、いつどこで災害が起きて

も即座に対応できるようにスタッフの心の

準備をしていくことが必要である。 
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§２ 

何が起こっているか 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 新潟大学学生ボランティア本部は、被災地では何が

起こっているのかを把握するため、地震発生日の翌日

からスタッフ 2名が先遣隊として現地入りした。 
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中 井  美 紗 
Misa Nakai 
 
 
 
 
 
法学部 法学科 ４年 

 

  2004 年の中越地震の時に、ボラんち。の前身

である震災ボランティア本部のスタッフとなる。

現在は、卒論で忙しそうにしているが、いつもボ

ラんち。スタッフの事を気遣っている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■地震が起こってから何をしましたか？ 
 
 その日はアルバイトに行く前の時間だった

ので、時間までアパートにいました。揺れが

始まった時は立てないくらいひどかった事

を覚えています。長い時間揺れが続いていた

為、揺れが続く中 TVのスイッチを入れ地震
の速報を探しました。また、以前の中越地震

の時に「携帯電話やメールがとても繋がりに

くくなり、実家と連絡が取れず両親にとても

心配をかけてしまった。」という経験があっ

たので、揺れがおさまる前に携帯で父親に連

絡を取り「私は無事だよ。」と安否の連絡を

入れていました。揺れがおさまってからは

「ボラんち。」の BBSやメールそして電話を
利用し、メンバー全員の安全確認をしました。

幸いメンバーの皆も無事でよかったです。そ

の後は大学の「ボラんち。」カウンターを開

け、メンバーと共に情報収集や今後どうする

かなど活動を開始しました。 
 
 
■どのようなボランティア活動をしましたか？ 
 
 16日に地震が起こり、次の日の 17日に現
地まで視察に行きました。やはり現地には地

震による被害がありました。しかし、写真で

見た中越地震の状態と比べると被害は少な

いような印象を受けました。各避難所に行っ

てみると、地震の翌日にも拘らず既に自衛隊

の給水車や仮設トイレがあり、炊き出しなど

が始まっているところもありました。ボラン

ティアセンター（ボラセン）の準備が既に始

まっており、柏崎ではもうボランティアの募

集が始まっていたようです。この現地視察の

目的は「現地の状態を自分の目で見て確認す

る」、「ボラセンに名刺を渡しボラんち。を知

ってもらう」、「地震による被害を伝えるため

に写真を撮る」などです。写真を撮る事に申 
し訳ないと感じましたが、この状態を少しで

必
要
と
さ
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は 

そ
の
と
き
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
䣭 
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も多くの人に知って貰おうと願いながらフ

ィルムに収めてきました。 
 また、その 2,3日後には新潟大学が刈羽村
へ本格的な支援をする事が決まり、さっそく

学生のボランティア第 1 号として活動を開
始しました。活動としては、ボラセンのスタ

ッフとして動く事が中心でした。その中でも

「子ども支援」に関わるリーダーに任命され、

ボラセンの運営や学童保育ボラの企画、避難

所の子どもたちとの活動をしました。また、

仮設住宅に行くことや、一般のボランティア

への参加などボラセンの運営と活動を一緒

に行いました。 
 
 
■ボランティアを通して何か気付いた事は
ありますか？ 
 
 良い意味でも、悪い意味でも言える事です

が、「ボランティア」に対する考え方の違い

を感じました。これは、ボラセンのスタッフ、

一般の方々、そして学生などそれぞれに言え

ることです。「力仕事をやるつもりが子ども

の相手だなんて…」、「私がボランティアをし

なければ！」、「まぁ、ボランティアに参加し

ておけば後々役に立つだろう…」、「私はその

時に必要とされることをやろう！」など様々

でした。「ボランティア」って何なのでしょ

うね。必要とされるボランティアはその時に

よって変わります。自分のやりたい事だけを

やるのがボランティアではなく、もっと柔軟

な考え方が必要ではないかと感じました。 
 
 
■今回の活動を振り返ってどのように思いますか？ 
 
 今回は「頑張ったボランティア」だったと

思います。当初は 2,3日の間だけボラセンに
行く予定でした。しかし、この時期は丁度テ

スト期間と重なり、私しか行く人がいないと

いう状況でした。行かなければという責任感

や、現地と「ボラんち。」をつなぐ為に頻繁

に通う事になりました。1ヶ月以上は刈羽村
へ行ったと思います。現地との移動やボラン

ティアの活動、学生 1 人でのボラセン運営、
また、それが連日続いた為、精神的、身体的

ともにとても疲れていました。これらの負担

が不満へと姿を変えていくことになったの

だなと思います。疲れから報告書の記入が疎

かになり、その為、学校で後方支援をしてく

れているスタッフとの情報共有も希薄にな

ってしまった事もありました。これらは今回

の反省点と共に次回の課題だと思います。 
 
 
■今後の活動予定は？ 
 
 被災地も以前より落ち着いてきた為、今後

は後方支援に回ろうかと思っています。現地

で活躍していた「ピカピカ隊」、「ふれふれ隊」

を「ボラんち。」の後輩が引き継ぎました。

この担当のスタッフをフォローしながら見

守ろうと思います。 
 また、今回も課題に出たように、さらにス

タッフ同士が支え合える為に、活動を考えて

いきたいと思っています。 
 
 
■学生や大学の皆さんにメッセージを 
 
 「やってできないことはない。」この言葉

をメッセージとして贈ります。大地震があっ

ても全国の多くの人の力を合わせ、迅速に復

旧作業が進んでいます。大変な日もありまし

たが、ボラセンへ通い力一杯活動することが

できました。やってできない事はありません。

どうかこの言葉が多くの人に届きますよう

に。 
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三 木  春 香 
Haruka Miki 
 
 
 
 
 
法学部 法学科 2 年 

 

  中越地震の復興ボランティアに対して熱い情熱

を捧げてきた彼女。いつも、我々の 2 歩先のこ

とを考えているアイディアウーマン。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■地震が起こってから何をしましたか？ 
 
 地震が起きた時は、怖くて部屋を飛び出し

ました。ちょうど本棚の倒れてくるところに

あるデスクに向かっていたので、携帯電話は

手元にありましたが、手に取らずとりあえず

外に出ました。 
 その後、災害ボランティア入門講座で中越

地震の経験者の方の話を伺ったときに、速報

が流れるまでの間は連絡が取りやすいと聞

いていたので、こちらから連絡しなきゃと思

って、携帯電話を取りに戻ったんです。「大

丈夫？」というメールも何通か来たので、返

事をしてました。 
 
 一段落してから、ボラんち。の電子掲示板

をパソコンで見たり、どんな地震だったのか

を気象庁のホームページで見たりしてまし

た。まさか、新潟でまた起こると思っていな

かったので、関東とかが震源地の、ものすご

い大きな地震で、こっちまで揺れたんだと思

いました。だから、「大丈夫だよ」というメ

ールではなく、「大丈夫？」というメールを

しました。 
 
 ボラんち。のメーリングリストで集合のメ

ールも来たんですけど、体調が悪かったので、

外に出られませんでした。でも、情報は自分

で調べようと思って、消防庁の災害情報、被

災情報の PDF を見ていました。割と更新さ
れるのに、バックナンバーが残らないんです

よね。「どれくらいのときに、どれくらいの

被害状況なのかわかるといいね。」と、藤本

さんが言っていましたし、１日分だけはバッ

クアップを取ってあります。 
 
 
 
 
 

忘
れ
ら
れ
た
こ
ろ
に
、忘
れ
ら
れ
そ
う

な
こ
ろ
に
で
す
か
ね
。
も
っ
か
い
、
被

災
地
に
戻
る
の
か
な
ぁ
と
思
う
。 
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■どのようなボランティア活動をしましたか？ 
 
 はじめに現地に行くというお話をいただい

たのが地震の日の夜です。宮崎さんから連絡

がありました。「お前、明日行くか？一番い

いとこやるよ」と。でも、悩んだんです。 
 
 その日は授業やグループ発表の話し合いが

あったし、怖いのもありました。宮崎さんは、

怖がりなのを知らないで、ほいほいどこでも

行く子だと思って誘ったんだと思うけど、ど

うしようどうしようと返事出すのも時間が

かかったんです。 
 
 中越地震のときは、2 年後に行ったので、
落ち着いて来た頃だったんですが、「直後は

違うよ」という言葉を聞いて行こうと思いま

した。授業は１限だけ出て、残りの授業は「プ

リントをもらっておいて」と頼んで、話し合

いも、出られないと連絡して。でも、友達は

「いいよいいよ行っておいで」と言ってくれ

ました。 
 
 現地へ行っても、「ただ見てくる」だけし

かできないんですよね。軍手、レインコート

など作業できるように用意だけはして行っ

たんですけど、実際、見てくるだけでした。 
 
 はじめは、どこを見てたらいいかわからな

かったんです。傾いた民家、山肌などを見て

「あれ地震のせいかな？」と宮崎さんが指を

差して。でも見てるだけだと、現実味がない

んです。 
 
 家の片付けをしている横で、湧き水でナス

を洗っているおばあちゃんに会ったんです

よ。「な、なんだ！この光景は！」と余計わ

けがわかんなくなっちゃいました。その人の

暮らしがあるんだから、当然といえば当然だ

けど。いかにも「地震の被害を受けました」

という感じの家の隣で、おばあちゃんがナス

を洗っているというのは、ショックでしたね。 
 
 「生きてるんだな、生活してるんだな」と

いうのを見ちゃうじゃないですか。実感が湧

いたような、逆に遠くなったような。うまく

言えないですね。ナスのおばあちゃんは、す

ごく覚えてるんですよね。 
 
 柏崎の西山へまち歩きのお手伝いで行った

ことがあったんです。だから、なんとなく愛

着じゃないですけど、准地元っていう感じな

んです。そこに、まち歩きに参加していた人

がいたんです。避難しているということは、

被災者ということですよね。被災者というの

は、中越地震のときは仮設にいる人というイ

メージがありました。そっちが先だったんで

す。知っている人が避難所にいるということ、

被災者になってしまったということが、一番

の実感でした。 
 
 地震の翌日なのに炊き出しが来ていました。

寺島さんが、若栃の人と一緒に来ていて、豚

汁を作っていました。若栃の人も知っている

人ばかりなので、被災地だということを忘れ

て、はしゃいでしまいました。「○○さんが

いる！！」という感じで。その状況を見て、

手伝いたいなぁと思っていたら、「お手伝い

して行っていいよ」と宮崎さんが言ってくだ

さったので、豚汁を作って配る手伝いをしま

した。配っていたら、前に来たときによくし

てくれたおばさんにも会いました。おにぎり

を分けてもらったり、お漬け物を持って来て

くださって、余ったものを持たせてくださっ

たりしたんです。こんな形で再会するとは思

ってなかったですけど。 
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■ボランティアを通して何か気付いた事は
ありますか？ 
 
 全部はじめてのことでしたから、全部気付

いたことでした。特別、気付いたことはと言

われると困りますね。 
 
 ボランティアとは関係ないですが、不思議

なことに乳牛が被災地に運ばれていたんで

すが、何なんだろうと気になっています。帰

りの高速道路で、自衛隊とかが被災地に向か

う車の中に、乳牛を積んでいる車があったん

です。びっくりしました。 
 
 
■今回の活動を振り返ってどのように思いますか？ 
 
 後悔があるわけではないんですけど。潰れ

た家や困った人を見て「なんとかしなきゃ」

と思うのが普通の気持ちでしょうけど、結局、

私の場合、そのときの報告をするだけでした。

「休め」と言われてしまったので、それっき

りでした。ショックは、すごくあったと思う

んですけど、でも、動かなかった。「おい、

自分！」というか、とてもダメな先遣隊だな

と思いますね。 
 
 見た人が、「やべー、動こうよ！」という

のと、見たのを聞いて、「やべー、動かなき

ゃ」と言うのは、違うじゃないですか。もう

少し、私にできることはいっぱいあったんだ

ろうなという気持ちですね。 
 
 
■今後の活動予定は？ 
 
 今は主立って活躍はしません、隠居します。

なんだろうなぁ……。多分、すぐはみんな動

ける、関心もあると思うけど、その分冷める

のも早くて。でも、中越のだいぶ後々まで大

変そうだなというのを見ていたし、すぐには

私は動かなかったというのがあるので、たぶ

ん、忘れられたころに、忘れられそうなころ

にですかね。もっかい、被災地に戻るのかな

ぁと思うんです。 
 
 予定というほどのものではなく、予感です

かね。 
 
 
■学生や大学の皆さんにメッセージを 
 
 これを見ている人の中に、被災者の人もい

るわけですよね。なんて言ったらいいかわか

んないな。経験してない人に、忘れないでと

いうのは言えるけど、経験した人に、忘れな

いでとは言えないですよね。忘れられないの

は当事者だろうから、私は、「忘れないで」

とは言えないかな。 
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§３ 

とりあえず現地に行く 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 現地に行かずして、現地の状況を把握・判断するこ

とは出来ません。とりあえず現地に行く、そしてニー

ズを丁寧に拾う。これがボランティアコーディネート

の第一歩なのです。 
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福 野  陽 平 
Yo-hei Fukuno 
 
 
 
 
 
工学部 化学システム工学科 １年 

 

  災害復興の第一線で活動しているスタッフの一

人。表はおおらかな感じに見えるが、実は色々考

えている？！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■地震が起きたとき、何をしていましたか 
 
 その時は家の台所にいましたね。すぐにた

だごとではない揺れだと気付き、台所で冷蔵

庫の上にのっている電子レンジや食器類が

床に落ちないように、必死で支えていました。

とりあえずあの揺れで立っていることが可

能だったことに、自分でも驚いています。 
 
 
■まず何をしようと思いましたか 
 
 まずは貴重品・携帯電話を身につけました。

それと同時にテレビをつけました。自分の部

屋から近くのアパートが何軒か見えるので、

誰か避難している人がいないかと注意して

いました。もし逃げている人が一人でもいた

ら自分も間違いなく逃げていましたね。でも

実際は意外と落ち着いて情報収集をしてい

た気がします。とりあえず避難しなきゃいけ

ないことはわかっていたんですけど、勝手に

『きっと大丈夫だろう』と考えてしまい、避

難しなかったことが今思うと恐ろしいです。 
 
 
■現地ではどのような活動をされましたか 
 
 現地ではピカピカ隊として活動していまし

た。ピカピカ隊っていうのは主に子どもたち

の相手をするボランティアです。子どもが危

険なことをしたり、脱水症状にならないよう

に監視することに特に気をつけて子どもの

相手をしていました。他にも避難所の掃除や

配給のお手伝い、おじいちゃんおばあちゃん

の話し相手などもしました。イベントとかあ

った日はそれを手伝ったり、その内容を避難

所中に宣伝したり、子どもたちをそこまで引

率したりもしましたね。 
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■大学内ではどのような活動をされましたか 
 
 大学内ではポスター等の作成・掲示とボラ

ンティア受付がメインでしたね。初めの頃は、

受付が慣れてない上に、不安いっぱいだった

ため、もしかしたら受付された人も不安にな

ったんじゃないかと反省しています。他にも

ライフライン等の情報収集やその情報発信、

『がんばってます！新大』のインタビューも

しました。道路・路線の復旧情報は被災地ま

で個人的に行く人のため、こまめに現地まで

の地図を作り変えたりしました。 
 
 
■現地で活動されて特に気になったことは
何ですか？ 
 
 ありすぎて詳しくはここでは書けないくら

いです。まとめてみますと 
１，暴力的な子どもとその対応 
２，『子どもと遊ぶボランティア』の想像と現実 
  のギャップで傷ついた学生ボランティア 
３，与えられて当たり前という子どもたち 

４，避難所内での大人と子どもの対立  
５，怖い夢や寝不足などの被災者の傷  
６，暑さや体力的な問題  
７，周りの家の人がすべて仮設に入ってしま 
  い、孤立してしまった老夫妻  
８，被災者のボランティアに対しての粗悪な 
  扱い方  
９、偽善としてのボランティア  
など沢山出てきます。 
 
 
■大学内で活動されて特に気になったこと
は何ですか 
 
 スタッフの情報共有のありかたです。特に

地震から数週間は情報やマニュアルがコロ

コロ変わったために、ついていくのに苦労し

たスタッフがたくさんいたことです。またテ

スト前のせいでもありますが、カウンターに

駐在できるスタッフと時間にものすごくム

ラがあったことがきになりました。地震の前

週に行っていた『災害シミュレーション』が

ものすごく役に立ったのと、7 月 17 日には
学内に情報を発信できていたことには自分

でも驚いています。 
 
 
■自分でボランティアをされて、どんなこと
を感じましたか？ 
 
 いろいろなボランティアさんに会えてよか

ったですね。自分の場合は災害復興というよ

りは、いろんなボランティアをしている人々

と会うためってのが強かったです。ただ被災

者の傷やストレスを発散するためには、その

分自分が傷ついたりストレスを受けなけれ

ばいけなかったのがしんどかったです。 
 
 
■これからどういった活動をしていこうと

考えていますか？ 
 
 11 月に刈羽村で落ち葉拾いと焼き芋を作
るイベントを考えています。前回はビンゴ大

会をしたのですが、なかなか人が集まりませ

んでした。今回はそうならないようにがんば

ります。これから寒くなってくると外で活動

できることも限られてくるので、何かいいア

イディアがないか考え中です。それから先に

なりますが来年の 7月 16 日は学内で何かし
たいと思っています。 
 
 
 
 
 
 



 

 18 

■学生や大学の人たちにメッセージはあり
ますか？ 
 
困った人がいたら話を聞いてあげてくだ

さい。手を差し出してあげてください。それ

が善意でも偽善でもどちらでも構いません。

人に優しくしてください。周りに優しくして

ください。見て見ぬふりはしないでください。

きっと優しくしてもらった人はハッピーに

なれますから。きっとその人も優しくなれる

から。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

善
意
で
も
偽
善
で
も
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人
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！注意！ 
 
正規版には、ボラんち。スタッフの新聞報道
記事が掲載されています。正規版にてご覧下
さい。 
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藤 本  隆 太 
Rryu-ta Fujimoto 
 
 
 
 
 
大学院 自然科学研究科 人間支援科学専攻2年 

 

  ボラんち。の前身、震災ボランティア本部の立

ち上げメンバーの一人。豊富な経験と論理的な持

論を展開する兄貴的存在。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■地震が起きたとき、何をしていましたか 
 
 地震が起きる直前まで寝てました。でも、

2,3 秒前に「あ！来る！！」と思いました。
地震予知みたいな感覚でした。 
 僕にとってこのような大きな地震に出会う

のは 3回目（阪神淡路大震災、中越地震、中
越沖地震）なので、もう慣れてるんです。最

初は「震度 4くらいかな？」と思ってました。 
 
 
■まず何をしようと思いましたか 
 
 すぐ横に窓があったので身を守るために布

団にもぐりこみました。これは、地震予知し

た時点で考えつきました。そしてその後に仲

の良い人に安否の連絡をしました。しかも揺

れてる最中に！中越地震の時にはすぐ電話

できなくなってしまったんでね。「みんなが

電話し始める前に！」って感じで、今回は早

めに電話しました。 
 
 
■現地ではどのような活動をされましたか 
 
 最初にやったのはピカピカ隊ですね。第 2
体育館に 2回行きました。もともと子どもと
触れ合うのは好きなので、とても楽しかった

です！地震の話をするタイミングだけには

気を遣って活動しました。それと、子どもた

ちとできるだけ接触面積を増やすことも心

がけました。やっぱり人と人の距離があると

仲良くなりにくいし、大人の中にいると安心

するみたいなんですよ。距離があると話しも

してくれないんでね。そこは特に気をつけま

した。 
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■現地で活動されて特に気になったことは
何ですか？ 
 
子どもが生意気、そして攻撃的でした！あ

れは、もともとですかね（笑）でも、その他

には特にありません。やっぱり 3回目で慣れ
てるからですかね。 
あ、中越地震の時にいたボランティアさん

がたくさんいました。前回が楽しかったから

今回も来てるのかな、と思いました。 
 
 
■前回の新潟県中越地震の時と、対応の仕方
は変わりましたか？ 
 
 変わりました。中越地震の時はゼロから何

かをつくる、という活動でしたが、今回はも

ともとあるものをどれだけ完成させること

ができるか、という活動だったと思います。

今回の中越沖地震に関してはボラんち。とし

ての経験がしっかり生きていたのではない

かと思いました。 
 
 
■自分でボランティアをされて、どんなこと
を感じましたか？ 
 
 中越地震の時よりも、自分に余裕があった

ように感じました。今回は人を見ながら自分

の行動がとれました。これも慣れからくるも

のかもしれませんね。 
 
 
■これからどういった活動をしていこうと
考えていますか？ 
 
 修論を早く書き上げたいです（笑）。もち

ろんボラんち。にも来ますよ。この２つがあ

るから毎日楽しいんです。どっちか片方だけ

じゃ飽きちゃうしね！ 

 それと、ボラんち。には「継続」というよ

り「毎回発足」という感覚で活動してもらい

たいと思います。過去に頼るよりも自分たち

で作りあげていくことで、より価値のあるも

のになると思うんですよ！過去は困ったと

きに頼るくらいで良いんじゃないですかね。 
 
 
■学生や大学の人たちにメッセージはあり
ますか？ 
 
 学内でゴミを見かけたら拾おう！ 
 きっとここから何かが見えてくると思いま

す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

過
去
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頼
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小 林  拓 実 
Takumi Kobayashi 
 
 
 
 
 
工学部 機能材料工学科 3 年 

 

  ボランティア活動に熱いハートを持つ。多くの

学生が刈羽村でボランティア活動をする中、西山

地区での活動を行った。 

やると決めたらとことんやる性格の持ち主。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■地震が起きた日、どのように過ごされまし
たか？ 
 
 「朝 6時からボラんち。の活動で海岸清掃
をした後メンバーとお昼御飯を食べる約束

をして、一度授業のレポートを書きに帰宅し

ました。そのレポートを書こうとしたのが

10 時ぐらいで、その時に「ぐらっ」ときま
した。そのあとは携帯電話は使えずインター

ネット上の災害用掲示板や手持ちのラジオ

で情報を集めました。地震の起こる以前の災

害シミュレーションや新潟市社協によるボ

ランティア講座での経験が生きたためか、

『起きてしまったから仕方ない。今何ができ

る？』という素直に現実を受け止められるよ

うな感情があって、今できる最善の手を尽く

そうという気持ちになりました 
 
 
■自分でボランティアをされてどんなこと
を感じましたか？ 
 
 「ボランティア活動の間はまさに無力感と

の闘いでした。達成感を感じる人もいるのだ

と思うのですが、自分はまだ何かできること

はあるんじゃないかと考えていました。たと

えば、今回の地震で刈羽と西山周辺で唯一の

スーパーが潰れるらしいという話を聞きま

した。この地域の方々は買い物ができません。

でも気がついても自分でどうしたらいいの

か分りません。学生の力では無理があります。

また、西山のボランティアセンターにおいて

は、マスコミによる地震の報道が柏崎や刈羽

に偏っていたためか、集まる一般ボランティ

アが少ないためにニーズ調査も一般の活動

もうまくできていませんでした。さらに大学

が刈羽村に学生ボランティアの派遣を決定

したことで、学生が西山へボランティア活動

に行きにくいということも大きかったです。

そんな西山をなんとかしたい。でも一学生に
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できることはほんのわずかなことです。[達
成感よりも無力感→実現できない→ヘコむ

→でもできることがある！]というサイクル
の繰り返しでした。 
 今回の復旧支援活動では様々な貴重な経験

をしました。でもそれは被災者の方々がいた

からであり、それを考えるといたたまれない

気持ちになりました。西山での活動を終える

時、とても素直な気持ちで頭が下がったのを

覚えています。その時の気持ちはとても言葉

では良い表すことができないのですが、単に

『ありがとう』ではなく、『お世話になりま

した』といった思いでした 
 
 
■大学内ではどのような活動をされました
か？ 
 
 「自分は大学内での後方支援組よりも現地

で活動する現地組よりの人間でした。それは

学生がボランティアとしてできることを見

極めたいということと、いざボランティアに

行ってみてニーズが無い、ということを避け

たいと考えたからです。後方支援と現地組と

双方にとって動きやすくすることも考えつ

つ活動しました。そのために活動後の活動報

告は毎日やりました。活動で夜遅くなっても

ボラんち。でスタッフが待っていてくれたの

は本当に嬉く、心の支えでした 
 
 
■これからどんな活動をしていこうと考え
ていますか？ 
 
 「西山でのボラセンの現状を伝えることで、

前に言ったマスコミの偏った報道などで地

域が孤立するのを防ぎたいです。僕にとって

は『西山を忘れない』ですね。無理ができる

のは学生のうちだけなのだから頭の中で考

えるのも大事だが、体当たりが本当に大事だ

と思います」 
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松 本  健 一 
Kenichi Matsumoto 
 
 
 
 
 
工学部 化学システム工学科 3 年 

 

 ピカピカ隊を率いる。被災地へ多数、足を運ん

だ。子どもたちの前では、普段とは違う熱い性格

を見せる。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■地震が起きたとき、何をしていましたか？ 
 
 地震が起きたときはアパートにいて、部屋

の掃除の最中でした。最初揺れたときはアパ

ートの横に線路が通っているので、また電車

が通ったのかとしか思いませんでした。だが、

揺れが続くにつれ、新潟にまた地震が起きて

しまったんだと感じましたね。揺れがおさま

ったら実家に連絡を取りました。その後はテ

レビやラジオ、インターネットを使って情報

を集めて、ボラんち。の災害用ブログに書き

込んでいました。 
 
 
■まず何をしようと思いましたか？ 
 
 頭の中では倒れそうなものを押さえること

とか窓を開けること、外に避難することが思

い浮かんだんですが、実際には何もできずた

だ呆然としていました。揺れがおさまった後

は、親や友人に連絡をとりました。 
 
 
■現地ではどのような活動をされましたか？ 
 
 ピカピカ隊として高町の避難所や仮設住宅

にいって、子どもたちと一緒に遊んでいまし

た。鬼ごっこやボール遊び、バドミントン、

芝滑り、水遊びなどを良くやっていました。

子どもたちはみんな元気で、こっちが止めな

いと夏場の暑い時期なのにずっと外で走り

回り、遊んでました。その日の活動が終わり、

帰る時間が来ると「次はいつ来れるの？」と

聞いてくる子がいてくれ、うれしくなりまし

た。その他の活動は家屋の掃除、片付け、荷

物の運搬や被災した家から仮設住宅への引

っ越しの手伝いをしました。 
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■大学内ではどのような活動をされましたか？ 
 
 現地までの道のりやライフラインなどの情

報収集と学生に対してのその発信をしてい

ました。また、現地に行きたいという学生の

コーディネートをしていました。コーディネ

ートではなるべく現地の情報を伝えるよう

にし、参加する人が少しでも活動しやすくな

るようにと考えていました。 
 
 
■現地で活動されて特に気になったことは
何ですか？ 
 
 避難所には救援物資が山積みになっており、

明らかにその避難所だけでは食べきれない

量の物資がありました。その中にはお菓子や

ジュースもあり、避難所にいた子どもたちは

それをよく食べていたため食事を抜くこと

もあり、心配になりました。また、食べ散ら

かしたままにしておくことが多く、そのこと

を注意すると、無視したり、反抗されたりと

手を焼きました。 
 
 
■大学内で活動されて特に気になったこと
は何ですか？ 
 
 中越沖地震でボランティアに参加してくれ

た人は約 550 人と多くの人が参加してくれ
ました。だが、大学にはあんなに人がいるの

にと考えてしまい、大学内の一部の人に限ら

れてしまっていることが気になりましたね。

現地では県外からボランティアに参加して

いる人も多くいたので、どうしたらもっと多

くの人に興味、関心を持ってもらえると思っ

ていました。 
 
 
 

■前回の新潟県中越地震の時と、対応の仕方
は変わりましたか？ 
 
 中越地震の際はまだ新潟に住んでおらず地

震のことは後でテレビで知りました。当時は

災害に対する意識がそこまで高くなかった

ため、家に置いてある非常持ち出し袋を確認

するくらいでしたね。ボランティアに対して

は何かやりたいとは思いましたが、実際に行

動に移すことはできず何もしませんでした。 
 
 
■自分でボランティアをされて、どんなこと
を感じましたか？ 
 
  ボランティアって「大変そうだな」「資

格がないと無理なんじゃないのかな」といイ

メージを持っている人が多くいると思うが、

別に何か特別なものが必要というわけじゃ

ないんだと思います。確かに資格があれば自

分でやれることの幅は広がりますが、一緒に

遊んだり、話し相手になるなど誰でもできる

こと、そんな些細なことが必要なんじゃない

のかなと思いました。 
 
 
■これからどういった活動をしていこうと
考えていますか？ 
 
 ピカピカ隊の活動を月に 1,2回のペースで
続けていきたいと考えてます。ビンゴ大会や

焼き芋大会などのイベントをやって子ども

たちと一緒に楽しみたいなと思います。まあ、

刈羽に通っているうちにあの場所が好きに

なったので、あそこでみんなと何かをやりた

いだけなんです。 
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■学生や大学の人たちにメッセージはあり
ますか？ 
 
 ボランティアってなにも特別なことではな

いと思う。じぶんではやりたいからそこに行

っていただけだし。誰かのために役に立つん

だぞとかは全然考えないでいいと思います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ボ
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コラム① 

『ふれふれ隊』 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ふれふれ隊とは、被災地の子どもたちと一緒に勉強したり話をするこ

とにより、彼らの持つ不安や悩みを解消しようというプロジェクトであ

る。このプロジェクトは、新潟大学学生ボランティア本部と NPO法人
「虹のおと」（代表 西田卓司）の協働で 9月から行なっている。現在
は、生涯学習センター「ラピカ」と源土運動場内談話室の 2ヶ所で毎週
土曜日 10:00～15:00 に行なっている。ボラんち。では、このプロジェ
クトを 3 月末日まで継続して行っていく。学生ボランティア登録数も
着々と増え、今後も増加することが予想される。しかし、PR 不足が響
きあまり中高生が来ていない状態である。この解決策としては刈羽中学

校に直接赴き、ポスター掲示などを行った。 
 
 また今後は、活動登録者とのミーティングや毎回活動参加者より 
提出していただいている「ふれふれ隊活動報告書」などを通じて、 
積極的に現地の状況把握を行い、対象者の心の支えとなり得る様な 
より良い活動を目指す。 
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森 田  薫 夫 
Shigeo Morita 
 
 
 
 
 
経済学部 経済学科 1 年 

 

  どんな仕事でも冷静にこなし、先輩にも一目お

かれる存在。現在はふれふれ隊などの様々なプロ

ジェクトを持っている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■地震が起きた日はどのようにすごしましたか？ 
 
自分のアパートにいました。生まれて初め

ての激しい揺れだったのでびっくりしまし

た。揺れがおさまってもなかなか落ち着けま

せんでした。 
一人で不安で誰かに会いたかったので、ア

パートの大家さんの所に、財布、携帯電話、

充電器、キャッシュカード、近くにあった食

料等をリュックにつめて持っていきました。

大家さんと一緒にニュースの地震速報を見

ていてやっと実感がわきました。 
 
 
■現地ではどのような活動をされましたか？ 
 
お盆明けに実家から新潟に戻ってきまし

た。学務の全体メールでボランティアのこと

を知りボランティアに参加しようと思いま

した。想像していた重労働とは違い、ピカピ

カ隊で活動しました。気がついたら荷物では

なく被災地の子どもを肩車して運んでいま

した。（笑） 
 
 
■大学内ではどのような活動をされましたか？ 
 
学内で本格的に活動が始まったのは、9月
に入ってからです。刈羽村での学習支援の担

当になってからですね。具体的にはポスター

作り、刈羽までの交通手段、9 月から 10 月
での変更事項の告知等をしたり、学習支援に

参加する学生への参加確認メールを送った

りしています。参加学生のシフト表も作りま

した。 
 
 
 
 
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
っ
て
お
互
い
様
で
す
よ
ね
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誰
が
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■現地で活動されて特に気になったことは何ですか？ 
 
 10月 13日にふれふれ隊の活動をラピカで
行った時のことなのですが、告知不足とテス

ト期間で刈羽の中高生があまり来ませんで

した。告知の方法として、ラピカの館内放送

を使ったり、刈羽中以外の学校や、ラピカに

学習支援のポスターを貼ったりしたらどう

かというアイディアが浮かびました。このと

きに感じたことなのですが、学習支援は中高

生の心のケアを目的とした支援活動であり

ながら、告知方法などで多少強引な所があり、

本来の目的から逸脱しているのではないか

と考える事がありました。刈羽村の学生を無

理やり、学習支援に参加させるのは自分勝手

すぎるのではないかと感じました。 
 
 
■大学内で活動されて特に気になったこと
は何ですか？ 
 
 学内での活動の合間に現地に行った時、ひ

さびさに行った感じがしました。実際に活動

すると、思った以上に活動時間が短く感じ、

思い描いたことと現実との違いを感じまし

た。学内での支援は大切ですけど、スタッフ

も実際に現地を知る必要があるように思い

ます。現地でもいざというときに頼れる人が

いたらいいですよね。 
 
 
■前回の中越地震の時と、対応の仕方は変わ
りましたか？ 
 
 中越地震のときは東京の実家にいました。

テレビで被災地の様子を見て、これは大変だ

とは思いましたが、実際に行ったのは募金箱

にコインを入れるだけでした。そのときは、

被災地は大変だけれど、遠い世界の話のよう

な気がしていました。 

 中越沖地震のときは、大家さんの実家が礼

拝にあり、全壊してしまったという話を聞き、

とても他人事とは思えませんでした。その気

持ちがボランティア活動に参加しようとい

う一番大きなきっかけになりました。 
 
 
■自分でボランティアをされて、どのような
ことを感じましたか？ 
 
 ピカピカ隊の活動をしていたときのことで
す。たまたま保育士の方と一緒に活動するこ

とがありました。その中で子どもと相手をす

るときに、会話がしっかり成立する時は子ど

もとしてではなく、一人の人として接するよ

うに心がけるほうがいいなと思いました。 
 現地で活動していたときは、依頼されたニ

ーズに応えるので精一杯で、被災地に本当に

必要とされているものが分かりませんでし

た。最近になってもしかしたらピカピカ隊よ

り一般のボランティア（家屋の片付け等）の

方が足りていなかったのかなと思います。 
 
 
■これからどういった活動をしていこうと
考えていますか？ 
 
 ふれふれ隊（学習支援）は責任を持って最

後までやりたいと思います。新たな問題もこ

れから出てくるでしょうから、きちんとその

都度対応したいですね。 
 
■学生や大学の人たちにメッセージはあり
ますか？ 
 
 ボランティアってお互い様ですよね。誰が

いつ被災するか分かりませんから。無理せず

焦らずじっくり活動すればよいと思います。 
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天 野  聡 士 
Satoshi Amano 
 
 
 
 
 
工学部 化学システム工学科 3 年 

 

 ボラんち。のカウンターをしきるカウンターマ

ネージャー。大学とボラんち。のパイプ役を務め

る。大学内でも彼の顔を知る人は多い。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■地震が起きたとき、何をしていましたか？ 
 
 寝ていましたね。地震で起きました。起き

てすぐは何も考えられませんでした。でも、

まずはテレビをつけました。情報が無いとい

うのは怖いです。テレビをつけてしばらくし

た頃だったかな、日本列島の津波情報の絵が

出ていました。揺れがおさまって、実家に電

話しました。それからボラんち。のメンバー

用の電子掲示板と災害時のスタッフ用のブ

ログに書き込みをしましたね。 
 ちょうど 1週間前に災害の講座を受けてい
たのであまり慌てませんでした。受けていな

かったらと思うと怖いです。 
 それから、その日、地震が起きる前に海岸

清掃をしていたので、時間がずれていたらと

思うととても怖いですよね。 
 
 
■まず何をしようと思いましたか？ 
 
 身の安全は分かったので、家族に電話をし、

テレビなどで震度の情報を得ました。それか

ら、メンバー用の電子掲示板等に書き込みを

しました。この書き込みは、高田君が早くて

びっくりでした。それから、メーリングが流

れて学校にパソコンをもって集合しました。

ボラんち。用のパソコンだけでは足りないと

思ったので。学校についてからは、支援課へ

学生への一斉メールの手配とバスのお願い

に行きました。でも、早く行き過ぎたようで

したけど。 
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■現地ではどのような活動をされましたか？ 
 
 8月のテストが終わってからボランティア
へ行きました。ピカピカ隊として活動しまし

た。学科の友人と、ボラんち。スタッフと一

緒に行きましたね。赤田の避難所と学童保育

でした。赤田では、子どもたちと野球をしま

した。４、５人の男の子でしたね。女の子は、

女性のボランティアさんと遊んでいました。

学童保育では、なわとびとか鬼ごっこなどを

しました。そこで子どもの１人が「地震来る

よ！だって地震雲出てるもん！」と言ったん

です。これは、一生忘れられませんね。「怖

い」みたいでした。 
 両日、午前中はふれふれ隊のミーティング

でした。また、ボランティアセンターの運営

もしていました。 
 
 
■大学内ではどのような活動をされましたか？ 
 
 後方支援をしてました。あまり仕事はして

ないんですが、現地スタッフに天気や気温な

どの情報をメールしました。安全が大切なの

で、体調を崩さないように気をつけていまし

た。 
 
 
■現地で活動されて特に気になったことは
何ですか？ 
 
 一番は、子どもが生意気だということです

ね。もともと生意気なのか、地震で不安にな

ったためなのかは分かりませんが。一度、「手

洗い、うがいをしなさい」と言ったんですが、

「やだ！お願いするなら土下座だろ！」と言

われたり、それを断ると、「それが嫌なら５

万円」とか言われました。これにはすごくび

っくりしました。避難所に、お年寄りと子ど

もたちが一緒にいるというのは、お互いスト

レスなんだろうなと気になりましたね。 
 
 
■大学内で活動されて特に気になったこと
は何ですか？ 
 
 ボランティアへ行った人の数が多いことで

すね。延べで 540人強ですからね。カウンタ
ーにいると、次々に人が来るのでうれしかっ

たです。来てくれる人も 1年生から 4年生ま
で幅広くなんです。「ボランティアなん

て・・・」と思っていましたが、「こんなに

来てくれるんだ！」と思いました。 
 
 
■自分でボランティアをされて、どんなこと
を感じましたか？ 
 
 もともとは、あまりボランティアに興味が

無かったのですが、「何かしたい」とむずむ

ずしていてもたってもいられなくなったん

です。「何かしてあげたい」ではなく、「何か

したい」んですよね。 
 
 
■これからどういった活動をしていこうと
考えていますか？ 
 
 ふれふれ隊のプロジェクトリーダーをして

いるので、3月までそれをします。ＰＲ不足
で、参加者も少ないので来る人を増やしたい

と思います。それで、中高生が笑顔になるよ

うになればと思っています。「ありがとう」

の言葉がすごくうれしいです。前に、「あり

がとうございました、来週もまた来る？」と

言われたときに、自分が求められていること

が分かって、すごくうれしかったです。 
 震災だけではなく、他のボランティアも扱

っているサークルだから、地震の活動を生か

していろんなところにも手を出したいです
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ね。でも、ボラんち。のキャパシティーを見

ながらですけど。 
 
 
■学生や大学の人たちにメッセージはあり
ますか？ 
 
 「ボランティア」ってなんだろう？一人ひ

とりが違うことを言うだろうし、答えは無い

と思う。でも、「高尚なもの」とは思わない

でほしい。 
「ボランティアって何だろう？」と問いかけ

たいですね。僕にも分かりませんが。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
何
か
し
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コラム② 

『ピカピカ隊』 
 
 
 
 
 

松本 健一（プロジェクトマネージャー） 
福野 陽平（プロジェクトマネージャー） 

 
ピカピカ隊とは…NPO（虹のおと）の西田
卓司さんが発案したチーム。新大学生の大半

はこれに参加して子どもの遊び相手や避難

所の美化を努めました。 
 
【避難所】  
 
午前中は子どもたちが学校へ行っている

ため、避難所の掃除や被災者の方の話し相手

になりました。避難所の掃除は、使用頻度の

高いトイレの掃除をこまめにしました。お昼

は配給されたお弁当の配布や配膳のお手伝

いを行ないました。配給される食事は時間が

経つほど利用者が減り、食べ残しの量が多く

なりました。 
午後は子どもが学校から帰ってくるため、

子どもの遊び相手(危険の監視や脱水症状の
防止)をしました。子どもの対応に慣れてい
ない学生や、ボランティアの人数が少ない日

は、肉体・精神的に苦しんでいる学生を多数

見受けられました。帰りのバスでは大半の学

生が疲れ果てて眠っていました。またイベン

トのある日にはその内容を避難所の方に伝

えたり、開催場所まで子供たちの引率をした

り、イベントのお手伝いなどもしました。 
 
［主なイベント］ 
かき氷作り、さかなクンやプロ野球チームが

被災者を励ましにやってきたこと など 

【仮設住宅】 
 
 子どもの学校がある平日は、談話室と集会

所をおじいちゃんおばあちゃんに活用して

いただけるように、掃除・室内の装飾を行い

ました。来てくださった方にはお茶やお菓子

をだして話し相手になりました。談話室や集

会所の認知度が少ないためチラシを作成し

各家に配布しました。また、朝夕 2回ずつ仮
設の花壇の水やりや、仮設応援パック（生活

用品の詰め合わせ）の配布を行いました。 
 土曜日は子どもの遊び相手をしながら、平

日の活動をこなしました。9月中のみ休憩棟
という建物でピカピカ隊は子供たちと遊び

ました (談話室はふれふれ隊・集会所は年配
の方が使用)。 新潟大学学生ボランティア本
部では子供向けのビンゴ大会を企画し、ピカ

ピカ隊で実施しました。 
 仮設の近くにはアスレチックや芝生があり、

子どもたちの遊び場になっていました。ビニ

ールシートを坂道に敷き、シートの上に水を

流して滑るウォータースライダーが子ども

たちには大人気でしたが、着替えを持ってい

ないボランティアも一緒にびしょ濡れにな

り、風邪をひきそうになった方もいました。

小学校が始まってから、子供の数とピカピカ

隊の数が合わなくなり、やることがなくなっ

て退屈をする学生も増えてしまいました。 
 
［主なイベント］ 
流しそうめん、ビンゴ大会、クラウン k（世
界的な道化師）が励ましに来たこと など 
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【学童保育ボランティア(にこにこ教室 in summer)】 

 
○にこにこ教室 in summer 

(8月 1日(水)～8月 7日(日)の平日)○ 
 
午前中は刈羽小学校にて子どもたちの勉

強を教えたり話し相手などをしました。新潟

大学学生から 5人、1年生から 3年生の計 5
クラスに各 1人配属され、担任の先生の補助
(個別指導・プリント類の丸つけ・レク等)を
行いました。休み時間にはおしゃべりやトラ

ンプをして楽しみました。 
午後は刈羽小の食堂(クーラー完備)にて、
親の迎えを待っている子どもの相手(15~20
人)をしました。子どもたちは食堂内ではし
ゃぎまわるか、ずっと携帯ゲームをしていま

した。この時期は 30 度を超える日が続いた
ので、外に出たがる子どもは少なく、室内で

遊ぶことが多かったです。また子どもたちを

外で遊ばせる時は、体調管理や危険防止に配

慮しながら相手をしました。 
 
 
○学童保育ボランティア 

(にこにこ教室が終わった後から始業式まで)○ 
 
 基本的にはにこにこ教室の午後の活動が

1日中になったことです。ボランティアは基
本的には 5人配属されるが、お盆が過ぎてボ
ランティアの数が減ったため、時には 4人で
活動しなくてはいけない日もありました。 
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！注意！ 
 
正規版には、ボラんち。スタッフの新聞報道
記事が掲載されています。正規版にてご覧下
さい。 
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山 口  正 晃 
Masaaki Yamaguchi 
 
 
 
 
 
理学部 数学科 1 年 

 

  ボラんち。と陸上部を兼部している頑張り屋。

カウンターで活動ができない分、IT 関連で先輩を

サポートする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■地震が起きたとき、何をしていましたか？ 
 
 起きた時間とほぼ同時ですね。揺れる直前

くらいに起きていて、ベッドの上でひどい揺

れを感じました。ベッドの上だから分かった

のかも知れませんが、横揺れがひどかったで

すね。左右に揺られて、「あ、やばいな。潰

れるかなぁ。」と思いました。 
 特に恐怖感を覚えたということはないので

すが、余震があると、「また大きく揺れるか

な。」と思いましたし、自分の気付いていな

いところで恐怖感はあったのかも知れませ

んね。 
 
 
■まず何をしようと思いましたか？ 
 
 まず、ガスの元栓を締めましたね。「締め

なくては」と思った訳ではなく、無意識のう

ちに締めに行っていました。その後は、何を

すれば良いのかも分からなかったので、ギシ

ギシ音を立てている家の中にいましたね。 
 少し落ち着いてからは、実家に連絡をしよ

うと思いましたね。ところが、携帯のメール

が送れないんですよ。仕方ないので、パソコ

ンのメールで、両親の携帯やパソコンなど思

い当たるものには一通りメールを送りまし

たね。どれか一通くらいは見るだろう……と。 
 揺れが収まった後は、「ボラん家。」（スタ

ッフ専用掲示板のこと）を見ましたね。スタ

ッフの動きを確認して、招集がかかったら、

パソコンを持って大学に向かいました。 
 
 
■現地ではどのような活動をされましたか？ 
 
 お盆前に一度刈羽村に行きました。お盆を

過ぎると、仮設住宅ができますよね。その前

に、地震直後の様子を知っておきたかったん

ですよ。 

被
災
地
に
行
っ
て 

「
本
当
に
こ
ん
な
こ
と
が
あ
る
ん
だ
」 

と
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
ね
。 
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 大学のバスで行って、ピカピカ隊として活

動しました。現地に行ったメンバーと第２体

育館のそうじをしたり、子どもと一緒にトラ

ンプやバトミントン、で遊んだり、外を散歩

したりしました。あと、子どもたちの勉強を

見たりもしましたね。 
 
 
■大学内ではどのような活動をされましたか？ 
 
 大学内では、地震発生当日に、まず、地図

を用意して情報収集をしました。 
 その後は、理学部掲示板の管理を中心に活

動しました。地震の翌日は、朝一番に学生の

目に地震の情報が入るように、朝８時前には

掲示板の内容を新しくしましたね。それ以降

も、新しい情報が出ると、すぐに貼り替えて、

常に新しい情報を発信するようにしていま

した。 
 また、カウンターに居られる時は、学生ボ

ランティアの受付もしました。 
 
 
■現地で活動されて特に気になったことは
何ですか？ 
 
 まずは、衛生面が気になりましたね。そう

じをした時に紙タオルがなくて、困りました。

物資には限りがあるとは思うのですが、健康

面や衛生面に関わるものは足りない時期が

あってはならないと思いましたね。 
 もう一つ、勉強を教える機会があったので、

学習環境というのが気になりましたね。中３

や高３の受験生の子がいて、適当な机を見つ

けて勉強を教えたのですが、「これじゃあ、

勉強はできないな。」と思いました。夏場と

いうこともあり、体育館の中が暑いんです。

それに加えて、雰囲気がどんよりしているん

です。避難所ですから、休んでいる方もいら

っしゃいます。それに、外の状況はいつもと

違いますし、どこかへ行くという選択肢がな

くて、やることがないんですね。避難所全体

に、何となく疲れた雰囲気が漂っていた気が

しますね。 
 ボランティアセンターに戻って、ミーティ

ングの時に、自分の感じたことを伝えたら、

ボランティアセンターのスタッフの方も学

習環境が気になっていたそうで、「ボラん

ち。」での企画を打診されました。大学に戻

って、スタッフにそのことを伝えた記憶があ

ります。「ふれふれ隊」はこの時から始まっ

ていたのかも知れませんね。 
 
■大学内で活動されて特に気になったこと
は何ですか？ 
 
 情報収集に関しては、現地の情報が遅いと

いうのが少し気になりましたね。被災地の状

況は刻一刻と変わります。それをもう少し早

く伝えてもらえると良かったな……と。内容

自体も欲しい情報がなかなか手に入らず、困

ることがありましたね。 
 また、同じ学生の中でも関心の高さが違う

ということを感じましたね。 
 まず、掲示板に関しては、PoNP が減らな
いんです。もちろん、PoNP を読むことで関
心の高さが示される訳ではないのですが、地

震が起きたのになぜ減らないのだろうと…

…。掲示板に関しては、手応えを感じること

ができませんでしたね。 
 その一方で、カウンターで受付をしている

と、関心の高い人が沢山いらっしゃるんです

よ。受付をした中には、何度か活動されてい

る方もいらっしゃいました。「また行きたい」

と思って下さったことが嬉しかったですね。

初めてボランティア活動をされるという方

もいらっしゃいました。カウンターに来るだ

けでも緊張するのに、被災された方のために

来て下さったんですよね。本当に嬉しいこと

だと思いましたね。 
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■前回の新潟県中越地震の時と、対応の仕方
は変わりましたか？ 
 
 前回の地震に関しては、新潟にいなかった

こともあってか、全く知らなかったですし、

関心もなかったですね。２回目だからこそ関

心をひくとは思いますが、テレビで観るのと、

自分で気にするのとは違いますよね。「外」

にいると関心もないのかなぁ……と思いま

すね。 
 今回、「中」の立場になって、「外」の人に

も関心を持って欲しいと思いましたね。ギャ

ップは仕方ないとは思いますが、両方を経験

したからこそ、「中」から「外」に向けて活

動していくのも手だろうと思いましたね。 
 
 
■自分でボランティアをされて、どんなこと
を感じましたか？ 
 
 まず、被災地に行って、「本当にこんなこ

とがあるんだ」と衝撃を受けましたね。見渡

す限りのものが壊れていて、見たことのない

景色でしたからね。被災地を歩く機会があっ

たのですが、細かいところも壊れているんで

す。 
 それから、ボランティアは必要なのだと感

じましたね。ボランティアの中にも、自発的

に来ている人や仕事で来ている人、色んな人

がいました。同年代で東京から来て、数日間

滞在している人もいて驚きましたね。中には、

誰かに言われて来ている人もいました。でも、

決して手を抜かないんです。 
 あと、ボランティアセンターの運営スタッ

フの方であったり、避難所を管理している県

の職員の方であったり、被災された方の身近

にいて声を聴ける人がいると言うのは大切

なことだと感じましたね。 
 
 

■これからどういった活動をしていこうと
考えていますか？ 
 
 兼部をしていることもあって、なかなかカ

ウンターに来られないんです。だから、カウ

ンターに来られなくてもできることをしよ

うと思っています。具体的には、ITマネージ
ャーとして、公式 HPや掲示板、スタッフ内
メーリングリストの管理などをしていこう

と思っています。HP については、自宅から
の更新となりますが、情報が遅くならないよ

うに工夫しようと思っています。対外的な交

渉などはありませんが、「ボラんち。」の中の

情報処理を担っていこうと思っています。 
 
 
■学生や大学の人たちにメッセージはあり
ますか？ 
 
 中越沖地震があったこと、被災地の様子、

地震とその周りで起こったこと全体を知っ

ておいて欲しいですね。 
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！注意！ 
 
正規版には、ボラんち。スタッフの新聞報道
記事が掲載されています。正規版にてご覧下
さい。 
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柿 沼  美 波 
Minami Kakinuma 
 
 
 
 
 
人文学部 3年 

 

一見物静かな性格に見えるが、実は熱いハートの

持ち主。今は主に地域関連の活動に力を注いでい

る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■地震が起きたときに何をしていましたか？ 
 
レポートを書いていました。地震発生時は

あのような揺れ方は初めてだったのでやば

いと思い、動揺してしまいました。 
 
 
■まず何をしようと思いましたか？ 
 
 最初の揺れがおさまった直後にテレビをつ

けたが、すぐに速報は出ていませんでした。

これは不思議に思いましたね。それでも、津

波警報が出ていたのでどうして良いかわら

なくなりとりあえずドアを開けましたね。そ

して、外を見回してみましたが避難している

人や騒いでいる人が余りいなかったので、親

に連絡をとり、とりあえず部屋で待機しよう

ということにしました。初めはつながりまし

たが、その後しばらくするとつながりにくく

なりましたね。 
 
 
■現地ではどのような活動をされましたか？ 
 
 やはり、現地の様子が見たかったというの

が一番ですね。ピカピカ隊に参加させてもら

い、刈羽村に行ってきました。内容としては、

子どもと遊ぶことをメインにして、そのほか

にも避難所で生活している方とお話をした

り、掃除を行いました。 
 
 
■現地で活動されて特に気になったことは
何ですか？ 
 
 １番はやはり、プライバシーが十分に確保

されていないということですね。普通に生活

はしているがどこかストレスやいづらさ・ま

だ地震をひきずっている感じがしました。活

動をした日は猛暑日で、扇風機だけでは十分

現
地
を
見
て
、何
か
を
感
じ
て
ほ
し
い
と

思
い
で
す
ね
。
そ
し
て
、
今
回
の
地
震
の

こ
と
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
で
す
。 
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に涼しくできない状態でした。お年寄りで体

調を崩している方もいました。この環境で生

活するのはつらそうだと思いましたね。 
 また、仮設住宅を見に行きましたが、部屋

の場所などは自分たちでは決められず、不満

があると聞きました。 
 
 
■大学内で活動されて特に気になったこと
は何ですが？ 
 
 スタッフが足りず、対応が大変でしたね。 
 
 
■前回の新潟県中越地震のときと、対応の仕
方は変わりましたか？ 
 
 前回の地震のときは新潟にいませんでした。

揺れもたいしたことがなかったので、何も思

いませんでしたね。今回の地震で危機管理の

大切さを感じ、災害時の対策をしておき、ま

た必要な知識を身につけようと思いました。 
 
 
■自分でボランティアをされて、どんなこと
を感じましたか？ 
 
 現地の様子を見ることができてよかったで

すね。色々な地域の方々が協力して作業を行

っていたので、人々の心を感じ、いい刺激を

受けました。また色々な話ができたのでいい

経験ができましたね。 
 
 
 
 
 
 
 
 

■これからどういった活動をしていこうと
考えていますか？ 
 
 今回の経験を生かしたいと思います。中越

地震・中越沖地震の被害や状況などの現地の

声を風化させないように、今度に伝えていく

必要があるでしょうね。また、定期的に現地

に行き復興状況などを確認し、自分たちでも

伝えていきたいと思います。 
 
 
■学生や大学の人たちにメッセージはあり
ますか？ 
 
 縁があって新潟にいるので、ボランティア

に参加してほしいと思います。現地を見て、

何かを感じてほしいですね。そして、今回の

地震のことを忘れないでほしいです。 
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高 田  康 宏 
Yasuhiro Takada 
 
 
 
 
 
工学部 化学システム工学科 3 年 

 

  北海道の広大な大地で育った彼。そのせいなの

か、おとなしい。そんな彼も、自分のことより後

輩のことを第１に考えているしっかり者。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■地震が起きたとき、何をしていましたか？ 
 
 家で掃除をしていました。いきなり地震が

来て、最初は小さかった揺れがだんだんと大

きくなっていくのは、怖かったです。そのあ

と、テレビをつけました。地震関連のニュー

スがやっていて、それを見てやっと「ああ、

地震が起こったんだな、」という実感が湧き

ました。 
 
 
■まず何をしようと思いましたか？ 
 
 地震が起こったあと、カウンターで地震情

報や、交通情報などの準備をしていました。

個人的には一般の学生が、ボランティアをし

たいといつカウンターに来ても、万全の対応

が出来るように、できるだけ情報収集をして

おこうと思いました。 
 
 
■現地ではどのような活動をされましたか？ 
 
 子供たちと一緒に遊ぶ、といった活動が多

かったですね。肉体的には思ったよりきつか

ったです。子供たちと遊んでいると童心に帰

れて楽しかったし、みんな喜んでくれたので、

それはとても嬉しかったです。 
 
 
■現地で活動されて特に気になったことは
何ですか？ 
 
 子供相手なので、中にはいけないことをす

る子もいたんですが、なかなか叱れない、と

いったことがありました。子供たちの世話を

する人も厳しく注意するのですが、なかなか

子供たちが聞かない、ということもありまし

たね。 
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■自分でボランティアをされて、どんなこと
を感じましたか？ 
 
 ボランティアって、楽なものって少ないと

思うんです。むしろ結構骨が折れる。それで

も、「このボランティアが必要だ」「自分が必

要とされている」と思うと、不思議とやる気

が湧いてくる。だから無償でも活動できると

思います。ここがアルバイトとの決定的な違

いだと思います。 
 
 
■これからどういった活動をしていこうと
考えていますか？ 
 
 まだまだ地震の心の傷が癒えていない人も

いると思います。そんな人たちの心の癒しに

一部分でもいいから、自分がなれるような活

動をしていきたいなと思います。 
 
 
■学生や大学の人たちにメッセージはあり
ますか？ 
 
 被災は、思った以上に立ち直るのに時間を

要します。起こった直後だけが矢鱈にクロー

ズアップされますが、これからもボランティ

アが必要な場面が多々あります。震災直後の

大掛かりなボランティアだけではなく、これ

からの心のケアのようなボランティアがむ

しろ大事なのかなと思います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
何
か
し
て
あ
げ
た
い
」
で
は
な
く 

「
何
か
し
た
い
」
ん
で
す
よ
ね
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「
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
必
要
だ
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「
自
分
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
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と
思
う
と
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不
思
議
と
や
る
気
が
湧
い
て
く
る
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近 藤  彩 野 
Ayano Kondo 
 
 
 
 
 
法学部 法学科 2 年 

 

  今回の中越沖地震では出身地が被災。柏崎市民

として現地でのボランティア活動を積極的に行

った。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■地震が起きたとき、何をしていましたか？ 
 
 一人でアパートにいて、インターネットを

していました。地震が起きた後はすぐにボラ

んち。の BBS に書き込みをしました。中越
地震のときよりも揺れが大きいように感じ

たので、とても怖かったです。その他は、家

族などと連絡をとり、無事を確認していまし

た。 
 
 
■まず何をしようと思いましたか？ 
 
 まず、アパートにいると危ないと思ったの

で、一回外にでました。知り合いをみつけよ

うとしましたが、見つけられなかったので、

アパートに戻りました。余震が来ると思った

ので、非常食（お米 1合、非常食の餅、水）
を持って、図書館に避難しました。意外と図

書館の中は、平然としていました。本も全然

落ちていませんでした。通常の図書館とあま

り変わりなく新大生は落ち着いていて、逆に

すごいと思いました。 
 
 
■現地ではどのような活動をされましたか？ 
 
 ボランティアセンターを活用してもらうた

めの PRのチラシ配りをしました。 チラシ
配りをしながら、地域の人の話を聞いて情報

の共有や心のケア、困っている人へのアドバ

イスをするなどをしました。崩れた壁などご

みとなるようなものも、保険の関係ですぐに

は捨てられないということもあり、ごみを捨

てたいのに捨てられない人が多くて、現実的

な作業が滞っている場面も多々見られまし

た。実際に現地を見ることでしか分からない

状況を見せられた気がしました。他にはごみ

の分別（危険物を分ける作業）やお寺の掃除

をやりました。ごみを出すために土の中から

自
分
に
で
き
る
活
動
が
あ
れ
ば 

 
 
 

積
極
的
に
参
加
し
て
い
き
た
い 
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危険物を分別したり、木の枝等を小さくまと

めるという作業をしました。土は、思ってい

たよりも重くて移動させるのが大変でした。

とても地道な作業だったので、自分たちの班

だけでは終わらないほどでした。一番大変な

のは、やっぱり、現地の所有者で指示を出し

ている人です。ボランティアの人達に（おそ

らく）一週間くらい同じ指示をだして、ずっ

とそばで見ていなければならないのだか

ら・・・しかも、夏暑いときにずっと外にい

なければならなかったのだから大変だった

と思います。すごく悲しいはずなのに、ボラ

ンティアの人達を笑顔で受け入れてくれま

した。すごく強い人だと思いました。お寺で

はほうきで掃いたり、雑巾で拭いたり、障子

の張替えなどをしました。仏教についていろ

いろ教えてもらいました。 
 
 
■大学内ではどのような活動をされましたか？ 
 
 最新情報を集め、情報提供などをしていま

した。あとは、ボランティアコーディネート

などです。 
 
 
■現地で活動されて特に気になったことは何ですか？ 
 
［よかったこと］ 
 新潟県外から多くの人がボランティアに参

加してくれて、本当に柏崎市民としてうれし

かったです。 
［わるかったこと］ 
 ボランティアの人の中で、珍しそうに写真

をとってる人をたくさん見かけました。相手

の人の立場にたって、考えて行動してほしい

と思いました。 
 
 
 

■前回の新潟県中越地震の時と、対応の仕方
は変わりましたか？ 
 
 地震についての講座を受けていたので地震

について考える時間が増えたりなど、地震に

ついて心の準備が出来ていたと思います。非

常食も用意していたし、ラジオも持っていた

ので、中越地震の時と比べて、自分なりに対

応が出来ていたと思います。 
 
 
■自分でボランティアをされて、どんなこと
を感じましたか？ 
 
 実際、自分は、何も出来ないんだなあと感

じました。そんなに体力もないから力仕事も

ろくに出来ず、軽トラックの運転も出来ない

ので、材料の持ち運びも出来ませんし。でも、

みんなに助けられて、自分は今生きているん

だなっていうことを感じました。 
 
 
■これからどういった活動をしていこうと
考えていますか？ 
 
 柏崎市民なので、自分に出来る活動があれ

ば積極的に参加していきたいし、できれば地

域の復旧・復興に貢献していきたいと思いま

す。 
 
 
■学生や大学の人たちにメッセージはあり
ますか？ 
 
 これからも地震に対して常に敏感になって

いてほしいです。準備する時間・考える時間

がながければ、長いほど、被害が少なくてす

むと思うので。 
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！注意！ 
 
正規版には、ボラんち。スタッフの新聞報道
記事が掲載されています。正規版にてご覧下
さい。 
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§４ 

後方支援の大切さ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 現地に行くだけがボランティアではありません。多

くの学生を新潟大学と被災地とを結ぶ為に、大学内で

は情報収集や、広報活動など様々な活動が実は必要な

のです。 
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久 保 田  雄 紀 
Yu-ki Kubota 
 
 
 
 
 
工学部 化学システム工学科 3 年 

 

  ボラんち。の IT をしきる IT マネージャ。コン

ピュータやホームページについては彼の右に出

るものはいない。最近は、大学と地域をつなげる

ことに熱を注いでいる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■地震が起きたとき、何をしていましたか？ 
 
レポートをしていました。起きた瞬間はよ

くわからなかったですね。すぐに机の下に隠

れることができませんでした。おさまってす

ぐに窓をあけて外の様子を伺いましたが、ア

パート周辺の大学生はみんな静かで、冷静な

んだなと思いました。（笑） 
 
 
■まず何をしようと思いましたか？ 
 
まず、テレビをつけました。友人たちへメ

ールを送りました。そしてすぐにボラんち。

スタッフからメーリングが回ってきたので、

パソコンを持って大学へ向かいました。 
 
 
■現地ではどのような活動をされましたか？ 
 
仮設住宅をまわり、ニーズ調査と仮設住宅

への引越しの手伝いを行いました。被災者の

方々がとても優しかったことが印象的でし

た。地元の大学生ということで喜んでいただ

けました。 
 
 
■大学内ではどのような活動をされましたか？ 
 
 地震前から担当していた広報活動を主に行

いました。インターネットを利用しスタッフ

が情報を共有できるようにインターネット

上に専用のページをつくり、管理しました。 
また広報活動のために中越沖地震用の HP
の作成、ボラんち。の広報誌である『PoNP』
号外の編集・発行などを行いました。これら

は学生や外部の方への情報提供を目的とし

て行いました。インターネットと紙面の両方

から学生へ向けてボランティアの募集を呼

びかけ、ボラんち。での活動報告を学内外へ
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発信しました。 
HP を立ち上げることが遅かったことが反
省点ですね。 
 
 
■現地で活動されて特に気になったことは
何ですか？ 
 
ニーズ調査でも、なかなか困っていること

を打ち明けてくれないということです。なか

なかニーズもありませんでした。 
 
 
■大学内で活動されて特に気になったこと
は何ですか？ 
 
 広報の難しさというものを実感しました。

すぐに情報が変わってしまうので常に最新

の情報を手に入れて、公表しなければならな

いことです。またより多くの学生に情報を知

ってもらうにはどうしたらよいか、いろいろ

と創意工夫しなければならないと思いまし

た。 
現地で活動していたスタッフの安全面の

ことや体調も気になりました。スタッフの数

が不足していて一人ひとりにとても負担が

かかっているように思いました。 
 
 
■前回の新潟県中越地震の時と、対応の仕方
は変わりましたか？ 
 
 ボラんち。にいることで、災害に対する危

機感をより強く持つようになりましたね。災

害講座にも出て勉強もしましたし。自分がボ

ランティアをしたというところが最大の変

化だと思います。 
 
 
 

■自分でボランティアをされて、どんなこと
を感じましたか？ 

 
ボラんち。はボランティアコーディネート

団体ですが、こういった団体の必要性を改め

て感じました。ボランティアに参加される方

のバックアップというものは絶対に必要だ

と思います。 
 また、いつ何が起きても素早く対処できる

よう、日ごろから体制を整えておく必要があ

ると思いますね。 
 
 
■これからどういった活動をしていこうと
考えていますか？ 
 
 まずは後方支援の体制を確立させることで

す。今回の活動を反省し、今後に役立ててい

けたらと思います。 
 また、この近辺で災害が起きたらという事

態に備えて、地域の方々と大学生が協力し助

けあえるよう良好な関係を築きあげていき

たいです。地域の人々が協力しあえば災害は

最小限に食い止めることができると思いま

す。災害後、すぐに助けにきてくれるのはボ

ランティアじゃなくて地域の人々ですから

ね。そのために両者を結びつけるきっかけを

つくりたいと考えています。そこで、新大に

近接している内野町に焦点を当てて、町内で

のボランティアニーズを調査し、ボランティ

アを通じて地域の方々と学生が交流できる

場を提供するといった計画を思案中です。双

方の交流によって町の人々における新大へ

の信頼を高められたら、と思います。 
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■学生や大学の人たちにメッセージはあり
ますか？ 
 
ボラんち。が発行している広報誌『PoNP』
と掲示板のポスター、HP をぜひ見てくださ
い。結構苦労して作っています（笑）。 
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コラム③ 

『後方支援の必要性』 
 
 
 
 
 

  久保田 雄紀（ITマネージャー） 
 
 
■ 後方支援？ 必要？ 
 
『後方支援』という言葉をご存じでしょう

か？ 聞き慣れない言葉だと思います。後方

で支援をすること？ 漢字からなんとなく分

かると思います。しかし、『後方支援』とい

う言葉にはもっともっと深い意味があり、ボ

ラんち。にとって多くの課題があります。 
 
今回のように、もし地震が起きてしまった

ら・・。その時に必要とされるボランティア

活動はどういったものがあるのでしょう

か？ もちろん現地でのボランティア活動が

一番大切です。しかし、その一番大切なボラ

ンティアを派遣する為にお手伝いできるこ

とはないでしょうか。 ボランティア活動を

したいと思った時、まずどこへ行けばいいの

でしょうか？ 被災地までの交通手段は？ 持

ち物は？ けがをしてしまった時は？ など

など、多くの問題が浮かぶでしょう。 
そんな問題点を解決し、ボランティアの派

遣を円滑にさせる活動が『後方支援』です。 
 
 もし後方支援がなかったら・・。 
 ボランティア活動に参加する為に、多くの

ことを自分で調べなければなりません。これ

はとても大変な作業です。もしかしたら途中

であきらめてしまうかもしれません。 
 

しかし、後方支援を行う団体があったら

「ボランティアならここへ行ってくださ

い。」や、「被災地までの交通手段は大学から

無料のシャトルバスが出ます。」などといっ

たアドバイスをすることができます。きっと

多くの学生がボランティア活動をしやすく

なるはずです。 
 
さて、ボラんち。ではなぜ『後方支援』を

行うのでしょうか？ それはボラんち。はボ

ランティアコーディネート組織だからです。

『ボランティアコーディネート』とは、ボラ

ンティアニーズとボランティア活動に参加

したいという方々を結び、ボランティアをし

たいという方の背中にそっと手を添えるよ

うなことである、とボラんち。では定義して

います。今回の災害においてボランティアコ

ーディネートを行うにあたり、必要なものは

以下の 2点です。 
 
① 現地の被害状況の確認、ニーズ調査 
② ボランティアに参加する学生のバックア 
  ップ 
 
後方支援は②にあたります。 
 
被災者から見たら間接的であり、『縁の下

の力持ち』という言葉が合うかもしれません。

しかし、ボランティアに行きたいけれどどう

したら良いかわからない方にとっては、直接

的なボランティア活動です。以上から後方支

援とは立派なボランティア活動であると言

えるのではないでしょうか。 
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■後方支援の活動 
 

後方支援の活動はたくさんあるため、すべ

てをご紹介することはできません。簡単に分

類すると以下のようなものがあげられます。 
 
a．大学側との連携、交渉、活動報告 
b．情報収集 
c．書類の作成 
d．学生ボランティアの受付 
e．現地で活動しているボランティアのバッ
クアップ 
f．広報活動 
g．カウンターの運営（電話対応等） 
h．他のボランティアセンターとの連携 
i．スタッフ間の情報共有 
 
これだけ？ と思われた方もいらっしゃる

かと思います。しかしこの活動一つひとつが

とても大変なのです。 
 
例えば情報収集の場合、被災地の情報は

日々変わります。昨日の情報が今日は違

う・・といったことは頻繁に起こります。だ

から、毎日情報収集をする必要があるのです。

そして、被災地の情報の変化に伴い、掲示物

や広報誌などの変更、HPの更新も必要とな
ります。どんなポスターを作ったら見てもら

えるのか？ 考えていたら寝る暇がありませ

ん（笑）。 
 
 
■後方支援の問題点と辛さ 
 
 後方支援をしている中で一番辛かったこと

はその必要性が認められないことです。外部

からもボラんち。スタッフからも認められて

いない、そんな気がしました。やはり、被災

者へ直接お手伝いができない分、必要がない

と思われてしまいがちです。でも、視線をち

ょっとだけ変えて見て欲しいと思います。被

災地でボランティア活動をしたくてもどう

したら良いか分らないという方へ目を向け

て見てください。個人でボランティアに参加

しようとしたら、きっと多くの学生が諦めて

しまうはずです。ボランティアに参加したい

けれどもどうしたら良いか分らないという

悩みを解決できるのは後方支援です。 
 
 しかし、スタッフの間で後方支援に対する

考え方に差があるためか、後方支援を行うス

タッフは数人でした。時にはボラんち。のカ

ウンターに一人ということもありました。 
 
人数不足のため、できたことよりもできな

かったことの方が多かったと思います。最低

限やらなければならないことをこなすこと

で精一杯でした。どうしたらボランティアの

必要性が伝わるのか？ どうしたらボラんち。

でボランティアを受け付けていることを知

ってもらえるだろうか？ もっともっと考え

たいことはたくさんありました。 
 
 もちろん、スタッフへ後方支援の必要性を

しっかりとアピールできなかった私自身の

責任もあります。時にはスタミナ切れで現地

で活動を行っているスタッフへのバックア

ップが疎かになってしまったこともありま

した。 
 
 満足できる活動ができていない後方支援で

は、その必要性を主張できないですし、頼ら

れることもありません。ここが一番の問題点

であり、反省点でもあります。 
 
 
 
 
 
 



 

 53 

■問題解決のために 
 
 人数不足を解決するためには後方支援の重

要性をアピールする必要があります。しかし、

ボラんち。スタッフにもアピールができてい

ない状況でスタッフ以外の学生にアピール

をすることはまだまだ難しいことだと思い

ます。2004年の中越地震を機に発足した『新
大震災ボランティア本部』。この時は中越地

震のボランティア活動のみを扱う（コーディ

ネートする）団体でした。しかし、現在の『新

大学生ボランティア本部』は災害ボランティ

アだけではなく、その他多くのボランティア

活動を扱う（コーディネートする）団体とな

りました。被災地の復旧・復興という目標を

掲げていた震災ボランティア本部時代から、

一人ひとり様々な目的や目標を持つ学生ボ

ランティア本部となった今、スタッフ間での

考えの違いも解決しなければならない課題

なのかもしれません。まずは後方支援として

どのような目的でどのような活動を行った

のか、しっかりとスタッフに伝えていきたい

と思います。そして、多くの学生に『後方支

援』の大切さを訴えかけることが必要です。 
 
もし、次の災害が起きてしまったら・・。

そんなことは考えたくはありませんが、絶対

にないとは言い切れません。実際に 2004 年
の中越地震後、3年も経たないうちに中越沖
地震が起きてしまいました・・。今回の反省

点を生かし、もっと質の高い後方支援ができ

るよう普段から考えていく必要があります。 
 
 
 
 
 
 
 
 

■最後に 
 
『後方支援』を少しでも分かっていただけ

たでしょうか？ 後方支援には多くの仕事が

あります。そんな特徴を持つ後方支援は、一

人ひとりのスキルを生かしやすいボランテ

ィア活動です。一方で、人数が必要になると

いうことでもあります。被災地には行けない

けれどもボランティア活動をしたい、自分の

好きなことをボランティア活動に生かした

いなど、どんな理由でも構いません。絵を描

くことが得意だからボランティアを呼び掛

けるためにポスターを書く。これも立派なボ

ランティアです。ボランティアが好きである

必要はありません。『ボランティア』を意識

していなくても、結果として自分の好きなこ

とをボランティアに生かすことができる、そ

んな活動が後方支援だと思います。もし、後

方支援に共感していただいた方がいらっし

ゃいましたら、ボラんち。にお越し下さい。 
 
最後になりますが、ボランティア登録をし

て下さった方や救援物資を提供して下さっ

た方、情報提供をして下さった方など、ご協

力をして下さった方々へこの場をお借りし

てお礼申し上げます。 
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小 林  由 李 
Yuri Kobayashi 
 
 
 
 
 
農学部 応用生物化学学科 2 年 

 

  主にカウンターでの受付や掲示物での広報活

動を行うカウンターマネージャ。彼女の笑顔を

求めて、スタッフは今日もカウンターへ向か

う、、、。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■地震が起きた時、何をしていましたか？ 
 
 地震が起きた時は新潟市内を車で走行中で

した。車に乗っていたせいか地震の揺れには

全く気が付きませんでした。車から降りてみ

ると港の方からサイレンが聞こえてきまし

たが、たぶん訓練だろうと思っていました。

建物の中に入るとエレベーターが止まって

いて、「先程の地震の影響によりエレベータ

ーは停止しています。」という館内放送が入

りました。それを聞いて初めて大きな地震が

起きたことに気が付きました。 
 
 
■まず何をしようと思いましたか？ 
 
 とりあえず地震の情報が知りたかったので

車の中でラジオを聞きました。それで中越沖

で震度６ということが分かり、本当に驚きま

した。親戚から電話がかかってきて、前の中

越地震くらい揺れたと言っていたので、早く

帰らなくてはいけないと思いました。心配だ

ったので地元の友達や親戚の安否を確認し

ました。「ボラんち。」にも連絡を入れようと

しましたが、携帯電話の回線が混み合ってい

て通じませんでした。三条の実家も心配だっ

たので帰り道に公衆電話で連絡を取りまし

た。（公衆電話は一回で通じました。）公衆電

話には５人くらいの人が並んでいて順番が

回ってくるまでに 20 分くらい待ちました。
緊急時の公衆電話の重要性に気付きました。 
 自宅に帰ってからは親戚の家など近辺を回

って被害状況を調べました。あまり大きな被

害はありませんでしたが、物が落ちたり土壁

が割れたりしていたので、その片付けをしま

した。 
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■現地ではどのような活動をされましたか？ 
 
 8 月 21 日に刈羽村の源土仮設でピカピカ
隊として活動しました。そこで子どもたちと

水遊びをしたり、おしゃべりをしました。次

の日には流しそうめん大会があったので子

どもたちや他の一般ボランティアの方々も

一緒に準備をしました。また流しそうめん大

会の告知のビラを仮設住宅に 1 軒ずつ回っ
て配布しました。その時におばあさんが「暑

いのにこんなところまでありがとう、倒れな

いように気をつけてね。」と言ってくださり、

逆に気を使わせてしまって申し訳ないよう

な気がしました。 
 
 
■大学ではどのような活動をされましたか？ 
 
 ボランティアの受付、情報収集、電話対応

などをしました。始めは次々と情報が移り変

わり、受付対応のやり方が変わることが多く

ありました。毎日情報を整理し、新しい情報

をスタッフが共有できるように気を付けま

した。また「がんばってます！新大」のイン

タビュー記事やボランティア、スタッフ募集

のポスター作りなどをしました。 
 
 
■現地で活動されて特に気になったことは
何ですか？ 
 
 私はピカピカ隊という子どもたちと遊んだ

りおしゃべりをするボランティア部隊とし

て活動しましたが、子どもたちとの接し方が

難しかったです。地震の直後の子どもたちは

興奮状態で、大学生ボランティアをたたく、

水をかける等の攻撃をしてくる子どもが多

く見られました。慣れない仮設住宅で不安な

毎日を過ごし、知らず知らずのうちにストレ

スが溜まっていたのかもしれません。なので

第三者がこうして間に入りストレスを発散

させてあげるという意味では役に立てたと

思います。 
 
 
■大学内で活動されて、特に気になったこと
はなんですか？ 
 
 今回の地震ではスタッフの対応がとても早

かったことです。大学側もそれに早く答えて

くれたと思います。そして一般学生もテスト

期間中という忙しい時期にも関わらず、多く

の人が関心を持ってくれたのがうれしかっ

たです。夏休みに入ってカウンターに常駐で

きるスタッフが限定されてしまいかなり負

担が集中してしまいました。ボランティアと

して現地に行くスタッフだけでなく、後方支

援のスタッフの人数も増えてほしいです。 
 
 
■これからどのような活動を続けられますか？ 
 
 今主体となっている「ふれふれ隊」の広報

活動や新大祭での写真展などを通して地震

を風化させないように広報活動を続けてい

こうと思います。また地震が起きた時のため

に、地域や学内とのつながりを大切にしてい

きたいです。 
 
 
■大学生、学内の人達へのメッセージはありますか？ 
 
 地震に限らず身の回りにも「このままでい

いのだろうか、何ができるのだろうか。」と

思うことがあるのではないでしょうか。それ

はもしかしたらボランティアの力で変えら

れるかもしれません。「ボラんち。」では「も

っとこうした方がいい。」「○○がしたい。」

というような企画や要望、お悩みなどを大募

集中です。 
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泉  和 恵 
Kazue Izumi 
 
 
 
 
 
法学部 法学科 2 年 

 

  今回の地震では後方支援の活動をする傍ら、他

団体や地域の会議にも参加し、ボラんち。とのつ

ながり作りに努めた。スタッフからは「スー」の

愛称で呼ばれている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■地震が起きたとき、何をしていましたか？ 
 
 祝日だったので、家でレポートを書いてい

ました。地震発生直後、レポートを書くため

に使っていたパソコンを閉じて財布と携帯

電話を持って、避難経路を確保し、今にも落

ちてきそうな電子レンジを、明日の食事のた

め懸命に押さえていました（笑）。地震が収

まった後はテレビで地震速報を見て、ライフ

ライン状況や親の安否確認などをし、１時に

「ボラんち。」へ向かいました。自分が「ボ

ラんち。」へついたときにすでにスタッフが

そろっていたことにとても感服しました。

「ボラんち。」では 1 日中刈羽のハザードマ
ップを作成していました。 
 
 
■まず何をしようと思いましたか？ 
 
 まずは財布や携帯電話などの貴重品の確保

と、避難経路の確保をしました（あと電子レ

ンジ）。親への電話は通じず、結局メールで

済ませました。またインターネットの「ボラ

んち。」BBS などで情報交換をし、その後は
ひたすら「ボラんち。」でハザードマップを

作成していました。 
 
 
■現地ではどのような活動をされていましたか？ 
 
 私は今までカウンター業務をしていました

が、8 月 19、20 日に初めて被災地の学習支
援センター「ラピカ」へ行きピカピカ隊とし

てボランティア活動をしました。 
 すでに復旧支援のボランティア活動は終わ

りのほうで子どもが少なく、ほぼ通常運営に

近かったのですが、ラピカの体育館で食事配

膳や子どもの遊び相手などをしました。そこ

で配られた食事はカレーライスやごはん、味

噌汁などごく普通の食事であり、子どもでも

私
に
も
で
き
る
、 

私
で
も
力
に
な
れ
る
と 

思
い
ま
し
た
ね
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大人でも等分になるような食事でした。子ど

もはとてもやんちゃで可愛いかったですね

（笑）。 
 
■大学内ではどのような活動をされていましたか？ 
 
 大学内では掲示板の管理やカウンターでコ

ーディネート、ボランティアへ行っている学

生への後方支援などをしていました。具体的

には被災地に行っている学生に天候や交通

情報、励ましのメール、熱中症などの注意喚

起、シャトルバスへの見送り、お出迎えなど

です。 
 
 
■現地で活動されて特に気になったことは
何ですか？ 
 
 両親が仕事やボランティアなどへ出掛けて

いるため、さびしい思いをする子どもが多か

ったのですが、その子の友達もどんどん仮設

住宅に移っていき、遊び相手がボランティア

の人だけという状態になっていました。さび

しいので引っ付いてくる、それを見ていつま

でも一緒に遊んであげたいという気持ちが

わきました。しかし両親が帰ってきたときの

子どもの笑顔を見ると、自分では負けた。や

はり両親の存在が一番であるのだとわかり

ました。 
 
■大学内で活動されて特に気になったこと
は何ですか？ 
 
 まず学生の反応が学生一斉メールによって

変わったことですね。「ボラんち。」の掲示板

や、PoNP を見てくれるようになったのがう
れしいです。また、学生がボランティアに興

味を示すようになったこともうれしく感じ

ます。ボランティア募集の時期がテスト期間

と重なったため、人の集まりがやや悪く感じ

ることもありましたが、3・4 年生を中心に
500人近くの学生が実際に刈羽でボランティ
ア活動してくれました。お忙しい中本当にあ

りがとうございました。 
 
 
■自分でボランティアをされて、どんなこと
を感じましたか？ 
 
 活動する前は自分が人のためになるなんて

思いませんでした。でも「また来てね」「明

日も来るの？」と言われたとき、自己満足か

もしれませんが、私にもできる、私でも力に

なれると思いましたね。 
 活動していて気になったことは現地で目で

肌で得た情報と、テレビやラジオなどで流れ

ている情報のギャップです。現地活動するに

は情報の速さが大切なのにテレビやラジオ

などで流されている情報は圧倒的に遅い、と

感じました。 
 またボランティアが誰にとっても必要であ

るのかということです。相手が望んでいない

ことを良いことだと思いするボランティア

ほど厄介なものはない、それを気をつけてい

かなければならないと思いました。 
 
 
■学生や大学の人たちにメッセージはあり
ますか？ 
 
 ボランティアは敷居が高くなく、ほんの些

細なことでも小さなことでもボランティア

になります。今やれることはたくさんありま

す。これからも「ボラんち。」をよろしくお

願いします。 
 
 
 
 
 



 

 58 

田 辺  翔 弥 
Syo-uya Tanabe 
 
 
 
 
 
工学部 福祉人間工学科 1 年 

 

  コミュニケーション能力に優れ、初対面の人と

も仲良くできる才能を持つ。何故か同期にも敬語

を使う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■地震が起きたとき、何をしていましたか？ 
 
 まだ部屋で寝ていました。テレビの上に置

いてあったCDが落ちてきて目を覚ましまし
た。水と電気は大丈夫だったのですが、ガス

が止まっていました。ずっと直らなかったの

でガス局に電話して直し方を教えてもらっ

て直しました。 
 
 
■まず何をしようと思いましたか？ 
 
 何が起きたのか分からなかったので、まず

テレビをつけて情報を仕入れることにしま

した。そしたら中越沖で大きな地震が起きて

いることが分かりました。最初は携帯電話が

通じず、連絡が取れなくて困りました。しば

らくしたら通じるようになって、連絡が取れ

ました。 
 
 
■大学内ではどのような活動をされましたか？ 
 
本部で記録係として、災害情報や現地ボラ

ンティアセンターの動き等を時系列にまと

めたり活動日誌を書いたりました。そのほか 
救援物資募集のポスター作りや、カウンター

で対応の仕事をしていました。 
 
 
■大学内で活動されて特に気になったこと
は何ですか？ 
 
 自分が予想していたよりも多くの人がボラ

んち。に来て、現地へボランティアとして行

ってくれて、良かったです。また、学内から

たくさんの支援物資が集まったのも嬉しか

ったです。 
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■自分でボランティアをされて、どんなこと
を感じましたか？ 
 
実際に現地には行かず、大学内での活動を

していました。地震が起きたときはボラんち。

に入ったばかりだったので、ほかのスタッフ

にはいろいろと教えてもらいました。少しは

役に立てて、良かったと思います。 
 
 
■これからどういった活動をしていこうと
考えていますか？ 

 
今回は学内での活動が中心だったので、自

分で現地に行ったり、体を使って体験するボ

ランティアをしていこうと思っています。ま

た、より多くの人にボラんち。のことを知っ

てもらうためにポスター作り等に力を入れ

ていきたいです。 
 
 
■学生や大学の人たちにメッセージはあり
ますか？ 

 
今まで以上に、たくさんの人にボラんち。

のことを知ってもらい、ボランティアに興味

を持ってほしいです。気軽にボラんち。カウ

ンターに来てほしいと思います。 
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 60 

安 本  典 生 
Norio Yasumoto 
 
 
 
 
 

理学部 物理学科 4 年 

 

  2004 年にボラんち。の前身である震災ボラン

ティア本部のスタッフとなる。軽い気持ちで入っ

たが、どっぷり浸かってしまった一人。いつも、

ボラんち。をかき混ぜようと企んでいる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■地震が起きた時、何をしていましたか？ 
 
 レポートを書いていました。発生した瞬間、

ひょっとしてと思いすぐに机の下に隠れま

した。発生後は TVをつけたり、実家に電話
をしたりしましたね。その後すぐに、ボラん

ち。スタッフに安否確認のメールを送信しま

した。連絡が取れないスタッフには連絡を取

り続けました（笑）。たまたま、大学が開い

ていたのでボラんち。カウンターに行き、す

ぐ活動できる体制をとりました。 
 
 
■まず何をしようと思いましたか？ 
 
 まずは、ボラんち。に直行し、活動できる

体制を作ろうと思いました。僕は 2004 年の
中越地震の際も活動をしたので、そのとき得

たスキルを後輩に伝えようと思いました。実

際の災害はシミュレーションとも違います

し、ボランティアセンターに行ったことがな

いと、必要な書類も分らないでしょうしね。 
 
 
■大学ではどのような活動をされましたか？ 
 
 後方支援を行いました。まずは、ボランテ

ィアに行きたいという学生を受け入れるた

め、大学側にバスの交渉をしたり、ボランテ

ィア登録をする際に必要な書類の作成を行

いました。また現地に行っているスタッフや

学生ボランティアが安全に活動できるよう

本部で毎日情報収集を行いました。 
広報活動として機関紙『がんばってます！！

新大』を発行し、学生だけではなく大学職員

もボランティアをしているということを広

めました。 
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■大学内で活動されて、特に気になったこと
はなんですか？ 
 
 広報活動の必要性のアピールができていな

かったことです。学生はもちろんスタッフに

も必要性がアピールできなかったのではな

いかと思います。 
 またボラんち。スタッフの間にもボラんち。

の活動に対して温度差があります。ボラんち。

の活動は好きなことだけではないというこ

とを分かってほしいです。今後、後方支援の

必要性をスタッフに対し、熱く語りたいです

ね。 
 
 
■新潟県中越地震の時と、対応の仕方は変わ
りましたか？ 
 
 中越地震の時は 1年生でしたが、今回は 4
年生です。どうやって後輩スタッフに教えた

らいいのだろうかということを常に考えて

いました。自分が全てやらないようにしまし

た。自分でやったほうが理解しているので早

いのですが。 
 
 
■これからどのような活動を続けられますか？ 
 
 まずスタッフで反省会をしたいです。やり

っぱなしはよくないですね。そこで、今後や

ることを考えたいです。緊急体制時にインタ

ーネットを使ってスタッフ間で連絡がとれ

るよう、しっかりと教えたいです。 
 
 
■大学生、学内の人達へのメッセージはありますか？ 
 
 ボランティアは偽善者と思われている方が

いらっしゃるかもしれません。しかし、ボラ

ンティアをすることで社会にもまれる機会

を得ることができます。普段学生の中で常識

なことが社会では通じない。これはよくある

ことです。そういった社会にでる機会をボラ

ンティアで提供することができると思いま

す。ぜひ、ボランティア活動やボラんち。の

活動に加わって下さい。 
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！注意！ 
 
正規版には、ボラんち。スタッフの新聞報道
記事が掲載されています。正規版にてご覧下
さい。 
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§５ 

新しい顔 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 災害ボランティアコーディネートは想像以上に大変

なものです。しかしコーディネートをすることによっ

て、新たな仲間が生まれます。 
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佐 藤  啓 輔 
Keisuke Sato 
 
 
 
 
 
工学部 機械システム工学科 2 年 

 

  本部での広報活動を中心として、刈羽でのボ

ランティア活動にも参加。被災地での焼き芋イ

ベントを企画した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■地震が起きたとき、何をしていましたか？ 
 
 地震が起きたときはアパートの部屋で寝て

いましたが、揺れに気づいて起きました。し

かし寝起き直後で頭が働かず、何もすること

ができませんでした。そのときの部屋の状況

はというと、本棚から 10 冊ほど本が落ちて
きたぐらいでした。 
 そして揺れが落ち着いた後、テレビをつけ

て地震の震源地の確認をしました。昼食をと

ったあと、大学の図書館へ向かいましたが、

「棚から本が落ちる危険があるため、本棚に

近寄らないように」という放送が流れたのを

聞きました。それと、親に連絡はしませんで

した。特に無事だってことを報告しなくても

いいなあと思ったからです。 
 
 
■まず何をしようと思いましたか？ 
 
 何も考え付きませんでした。逃げ道を作っ

ておこうとか、保存食を買い足しに行こうな

ども思いませんでした。まあ何とかなるだろ

う、と考えていました。 
 
 
■被災地の現場でボランティア活動をする
としたら、何をしたいと思いますか？ 
 
 テレビで避難所の様子が映されたのを覚え

ているので、自分もそこで何かしようとは思

うでしょうが、実際何をすればいいのかはす

ぐには思い浮かびません。テレビでの報道に

関連にして言うと、壊れた家が映っているの

をみて、『自然災害だからまあ仕方ない、大

変なんだなあ』と思っただけでした。ちなみ

に地震が起きて救援活動をしていた頃は、ち

ょうどテスト期間中だったため実際に現地

に行こうとは少しも思いませんでした。 
 

自
分
の
力
を
生
か
せ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

し
て
、
自
分
も
成
長
し
て
い
け
た
ら
い
い
な

と
思
い
ま
す
。 
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■ボラんち。がこの地震に対して緊急体制を
とっていたことについてどう思いますか？ 
 
 そもそも自分は談話室に来ることが少ない

ため、そういう体制を取っていたこと自体知

りませんでした。そのため、PoNP や掲示物
や救援物資の存在も知りませんでした。しか

し刈羽ボランティアセンターに向かうシャ

トルバスがあるということは学生メールで

知りました。それでも自分は『よし現地に行

こう』とは思わず、特に行動に移しませんで

した。ただ、本当に学生メールはすごいと思

います。 
 結局のところ、私はバイト情報や授業に関

する掲示など関心のある情報は見ますが、ボ

ラんち。の掲示は見なかったため、緊急体制

のことについてはよくわかりませんでした

ね。 
 
 
■ボラんち。にこの時期に入ろうと思ったの
はなぜですか？ 
 
 私は大学に入学してからサークル等には入

っておらず、でも何かやりたいと思っていま

した。そこで、運動部だと途中から入部しづ

らいのですが、ボラんち。はあまりそういう

抵抗を感じず、入りやすそうだと思ったので、

ボラんち。に入ろうと思いました。他のボラ

ンティア関係のサークルではなく、あえてボ

ラんち。に入ろうと思ったことには理由があ

って、他のボランティア団体はどういうこと

をしているのかよく知らなかったし、存在自

体知らなかったからです。それに、柏崎の友

達がボランティア活動をして、人の輪が広が

ると話していたので、素敵だなあと思ったし、

自分もボランティアをやってみようと思っ

たからです。 
 
 

■今のボラんち。について、気になることは
ありますか？ 
 
 その前にわからないことがたくさんあるた

め、これから学んでいかなければならないと

思っています。話しかけやすい先輩にまずは

聞いていきたいです。それと、スタッフの人

たちは仲がいいですね。いい雰囲気だと思い

ます。 
 
 
■今までのなかでボランティアをされて、ど
んなことを感じましたか？ 
 
 小学生のとき、落ち葉を集めて焼き芋をつ

くるボランティアをしたことがあり、自分も

楽しめてよかった記憶があります。でもそれ

以来ボランティアというようなことはして

いません。これからは自分の力を生かせるボ

ランティアをして、自分も成長していけたら

いいなと思います。 
 
 
■これからどういった活動をしていこうと
考えていますか？ 
 
 被災した現地へ行って活動してみたいです。

ボラんち。内では掲示物の管理やポスター作

りなど、広報の仕事をしていきたいです。カ

ウンター業務やホームページの作成、管理の

仕方も覚えたいです。プロジェクトとしては、

「落ち葉de焼き芋｣プロジェクトを考えてい
ます。 
 
■学生や大学の人たちにメッセージはあり
ますか？ 
 
 ボランティアは楽しいことなんだとみんな

に知ってほしいです。皆さんこれからもよろ

しくお願いします。 
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作 田  隆 則 
Takanori Sakuta 
 
 
 
 
 
工学部 電子電気工学科 2 年 

 

  おっとりとしているが、ボラんち。での活動は

しっかりこなす、仕事人。今後の彼の活躍に乞う

ご期待！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■地震が起きたとき、何をしていましたか？ 
 
 家にいました。家具が揺れていたので押さ

えていましたね。その後は、地震の情報をテ

レビニュースで見ていました。中越地震と同

じようなことが起きてしまったか・・・とい

う気持ちでした。 
 
 
■まず何をしようと思いましたか？ 
 
 まず、友達と連絡をとりました。メールは、

送信はできましたが、すぐに受信ができなく

なりましたね。 
 
 
■ボランティアに参加したきっかけは？ 
 
 出身は石川県なのですが、春に能登半島で

地震が起きました。そのときボランティアの

申し込みをしたのですが、県外のため参加で

きませんでした。そのときにとても悔しい思

いをしたので、中越沖地震のボランティアに

参加しました。でも、テストがあったので、

参加するのが遅くなってしまいました。 
 
 
■ボラんち。に入ったきっかけは？ 
 
ボラんち。という団体は知っていましたが、

ボランティアと関係がある団体だという程

度でした。しかし、ボランティアに参加して

みて、ボラんち。スタッフの雰囲気が良かっ

たことや、ボランティアに参加する人のお手

伝いをしたいと思うようになりました。そん

な理由で、ボラんち。のスタッフになりたい

なと思いました。 
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■現地でどのような活動をしましたか？ま
た何を感じましたか？ 
 
 生活物資の配給手伝いや談話室で被災者の

方とお話をしました。被災者の方と触れ合っ

ているうちに、逆に元気をもらったような気

がしました。とても明るくふるまってくださ

ったことが印象的でした。初めてボランティ

アに参加したのですがとても良い経験にな

りました。 
 
 
■これからどういった活動をしていこうと
考えていますか？ 
 
 災害に備えて学生に対策をしてもらえるよ

うな活動をしたいです。でも、その前に自分

の知識を増やしたいです。それから多くの学

生に広められるような活動を行っていきた

いです。 
 
 
■学生や大学の人たちにメッセージはあり
ますか？ 
 
一人でも多くの方にボランティアに参加し

ていただきたいです。きっと、参加すること

への不安はあると思います。僕もありました。

でも、参加することでボランティアの印象は

変わると思います。ぜひ体験して頂きたいで

す。 
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吉 原  な つ 美 
Natusmi Yoshihara 
 
 
 
 
 

人文学部 行動科学課程 2 年 

 

  主に広報活動を行う。得意な絵を生かしてポス

ター作り等で活躍。ボラんち。専属デザイナー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■地震が起きたとき、何をしていましたか？ 
 
 家にいました。地震が起きてすぐ、家族で

家を飛び出しました（笑）。その時に隣の市

の放送が聞こえて、詳細を知りました。私の

地域では何も警報が放送されなかったので、

地域ごとの格差を感じましたね。 
 
 
■救援物資を寄付した理由は？ 
 
 現地には家族の反対もあり、行けませんで

した。でも、困っている人に手を貸したいと

思っていたときにボラんち。で救援物資を集

めていることを知りました。被災地では救援

物資を個人からでは受け付けなかったので

助かりました。救援物資は家にあるものや買

ったりして集めました。 
 
 
■ボラんち。に入ったきっかけは？ 
 
 ボラんち。スタッフが不足していることを

聞いて、現地には行けないけれど力になれた

らいいと思いスタッフになりました。ボラん

ち。ではおもに得意分野をいかしてポスター

を作りました。色使いを目立たせて、目を引

くようなポスターを作りました。 
 
 
■大学内で活動されて特に気になったこと
は何ですか？ 
 
 ボラんち。で掲示している情報が古いとい

うこと、ポスターが目を引かないというとこ

ろです。どのように改善していこうか、今考

えているところなのです。 
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■前回の新潟県中越地震の時と、対応の仕方
は変わりましたか？ 
 
 中越沖地震の方が揺れましたね。地震発生

後、避難道具を用意して備えました。でも、

父はそんなのはいらないと言っていました。

家族の中でも意識の差があるということを

知りました。家族の中でもこんなに意識差が

あるということは他の方も意識差があると

いうことですよね。 
 
 
■これからどういった活動をしていこうと
考えていますか？ 
 
 できる限りのことをしたいです。特に得意

な絵で目立つポスター作りをしていきたい

です。 
 
 
■学生や大学の人たちにメッセージはあり
ますか？ 
 
 特技を生かして人の役に立てることはすば

らしいことだと思います。ぜひ、ボラんち。

で特技を生かしてボランティア活動をして

みませんか？ 
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斎 藤  梨 絵 
Rie Saito- 
 
 
 
 
 
教育人間科学学部 生活環境科学課程 1 年 

 

  １年生ながら精力的に仕事をこなし、先輩顔負

けの行動力を持つ。マイブームはローソンのポイ

ント集め。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■地震が起きたとき、何をしていましたか？ 
 
 バイトに向かう電車の中にいました。電車

がちょうど新潟駅のホームに着いたときに

地震がありました。しかし私自身は、地震が

あったことに気づきませんでしたね。電車の

揺れと地震の揺れが同じように感じたから

です。駅の構内放送で地震が発生したことを

知りました。ホームの中は特に混雑していま

せんでしたよ。 
 ホームや新潟駅前でも特に変わった様子は

なく、地震による混乱が起きていませんでし

た。バイト先のお客さんが地震の話をしてい

ることを耳にして、そのとき「あぁ地震って

本当にあったんだな」と実感しました。 
 
 
■何をしようと思いましたか？ 
 
 地震が起きたこと自体を把握していなかっ

たので、特に何か行動を起こしたりはしませ

んでした。ただ、電車の立って乗っていた人

が地震の揺れでよろけたので、何かあるのか

な、という意識はありましたね。 
 
 
■現地へボランティアに行くとしたら、どの
ような活動をしたいですか？ 
 
 力仕事でもなんでも、自分ができる範囲の

ことなら何でもしたいと思っています。避難

所でしたら、食事の配膳とか、そこに避難し

ている方の話し相手などです。引越し作業の

お手伝いもできる限りしたいです。 
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■今までの人生においてボランティア活動
をしたことはありますか？ 
 
 中学生の時、友人と一緒に老人ホームでボ

ランティア活動をしたことがあります。ホー

ムに入所している方の食事の世話や、話し相

手をしました。直接人と接するボランティア

だったため、入所者との関係づくりなどで苦

労しましたが、楽しそうにしてくれているの

を見たときは、やってよかったと充実感を覚

えました。 
 大学生となった今も、このような分野のボ

ランティアがあれば参加していきたいと思

っています。 
 
 
■これからボラんち。においてどのような活
動をしていきたいと考えていますか？ 
 
 入ってきたボランティアニースをコーディ

ネートすることはもちろんですが、自分もそ

の新しいボランティアに参加していきたい

です。いろいろなボランティアをしたいと思

っています。 
 学内においては、窓拭きボランティアをし

たいです。特に私の所属する学部棟の窓は、

空自体が汚れて見えるほどなので、きれいに

したいです。 
 
 
■学生や大学の人たちにメッセージはあり
ますか？ 
 
 自分でできる小さなことは、自分でやって

ほしいです。例えば、自分で出したゴミは自

分で捨てて放置したり投げ捨てたりしない

ことです。そういう、人として当然のことを

当然にやってほしいです。 
 ボラんち。の皆さんに対しては、本当に、

いろいろ優しくしてくださってありがたく

思っています。みんな「いい人」ですね。 
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！注意！ 
 
正規版には、ボラんち。スタッフの新聞報道
記事が掲載されています。正規版にてご覧下
さい。 
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§６ 

そして、これから 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 震災復興はまだ始まったばかり。我々に何をすべき

か。学生は何ができるか。そして、何をやりたいか。 
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２歩先へ、、、 
~これまでの活動を振り返って~ 

 
 
 
 
 

天野 聡士（カウンターマネージャ） 
 

 
■地震発生 
  
平成 19年 7月 16日午前 10時 13分、震度
６強の地震発生。マグニチュード 6.8、震源
は新潟県上中越沖。 
 
どうしてまた新潟が…。 
 
どこからとも無くそんな声が聞こえてき

そうな出来事でした。正直なところ、こんな

短期間に震災が 2 回も起きるとは夢にも思
っていませんでした。中越地震の傷跡がまだ

残る中越での地震。これは、新潟大学学生ボ

ランティア本部にも大きな影響を与えるよ

うな出来事でした。 
 
 
■ボラんち。の活動 
 
 平成 16 年に発生した新潟県中越地震の時
に発足した、新潟大学学生ボランティア本部

「ボラんち。」。もともと震災関連のボランテ

ィアコーディネートを主に行なう団体でし

た。昨年の学生団体化に伴い、環境、福祉、

地域など幅広い分野に手を広げて活動して

います。しかし、前述の通り「震災関連」を

全面に出してきた団体を今後、どうシフトさ

せていくのかがボラんち。の抱える大きな悩

みでした。 

 そんな中起きた中越沖地震。ボラんち。の

スタッフは地震発生直後にカウンターに集

合し、情報収集、資料作り、災害ボランティ

アコーディネート方法の構築などの作業を

「派遣班」「記録班」「つながり班」「情報班」

に分かれて行ないました。 
 そして、次の日から本格始動。新潟大学学

生ボランティア本部「ボラんち。」の激動の

日々が始まったのです。 
 
 
■ボランティアコーディネート 
 
 「ボラんち。ってどんな団体なんですか？」。

よくある質問です。一番短い答えは「ボラン

ティアコーディネート団体です。」。正直言っ

て「それ何？」と思う人が大多数を占めるで

しょう。ただ、この仕事が無ければボランテ

ィアは始まりません。 
例えば、新潟大学となじみの深い、刈羽村

災害ボランティアセンター。もし、刈羽村ボ

ラセンが無かったら、ボランティアをお願い

したい人、やりたい人はどこへ行けばよいの

でしょうか？この一組織が「ある」と「ない」

では復旧復興に大きく影響するのです。 
ボラんち。も大学の中のボラセン。こんな

感覚ならわかりやすいのではないでしょう

か。 
 
ボラんち。では地震発生翌日からこんなボ

ランティアコーディネートを行なってきま

した。被災地の状況は時々刻々と変化するた

め、すばやい対応をとらなければなりません。

今日の道路状況と明日の道路状況では全く

異なってしまうのです。情報の網を張り巡ら

せ、大学とも上手く連携をとりながら行なっ

てきたボランティアコーディネート。完璧と

はいえませんが、及第点を与えてもよい出来

だったのではないでしょうか。 
 それと、現在でのボランティア登録数はの
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べ５００人を大きく上回りました。皆さん、

本当にご協力ありがとうございました。 
 
■ボランティアって…？ 
 
 皆さんは、「災害ボランティア」という言

葉を聞いてどのようなものを思い浮かべま

すか？引越しのお手伝い。瓦礫の撤去作業。

力仕事ばかり頭に浮かんできませんか？今

回新潟大学として主に携わったのは「ピカピ

カ隊」という子どもの相手をするボランティ

アです。「あれ？」と思った方は少なくない

でしょう。子供の相手がボランティア？何で

だろう？誰もが持つ先入観から生じる疑問

です。 
 その答えは、「やって欲しい人がいるから。」。

ボランティアの幅は無限大に広がっている

のです。 
また、Volunteer とは日本語で志願兵とい
う意味です。もちろん無理して行くことはあ

りません。義務感を持つ必要もありません。 
 
…ちょっと、やってみようかな 
 
これくらい軽い気持ちで良いのだと思いま

す。 
「ボランティア=高尚な任務」という固定観
念を取り除くこともボラんち。のやるべきこ

とだと思います。ただ、実際にボランティア

と言われるものに参加してみることが、ボラ

ンティアを知る一番の近道かもしれません。 
 
 
■いざ、ボランティア。 
 
 ボランティアに参加する時、最初に行くの

はボランティアセンター。実は、ボランティ

アセンターの運営に携わっている人たちも

みなボランティアだということは、皆さんご

存知でしたか？ 

 もちろんボラんち。スタッフもピカピカ隊

の他にこの運営スタッフにもなりました。 
 
■支える。 
 
 「こうほうしえん」。これもボラんち。で

行なっているれっきとした活動です。ただ、

あまり表には出ないので認知度が低いので

す。漢字で「後方支援」。実はこれが非常に

重要な役割なんです。例えば、ボラんち。が

持っている情報を学生に伝える広報活動。そ

して、現地入りしている学生ボランティアの

バックアップ。安心してボランティアに行く

ことができるのも、後方支援という存在があ

るからなんです。縁の下の力持ち。こんな言

葉がよく似合う役割なのです。 
 
 
■創る。 
 
 ９月２日にボランティアセンターが縮小し、

刈羽村災害ボランティアセンターから刈羽

村ボランティアセンターになりました。ボラ

センが縮小したからボランティアは必要な

くなった、そんなことはありません。むしろ

これからが本番と言っても過言ではないと

思います。そして、ここからがボラんち。の

力の見せ所です。 
 ここで重要となってくることは「創る」で

す。つまり、現地に入って学んだこと、感じ

たことを形にするのです。これがボラんち。

ならできるのです。 
現在、行なっている「ふれふれ隊」。これ

は、ボラんち。と NPO法人「虹のおと」と
の共同プロジェクトです。これも、被災地か

らの声によって生まれたものなのです。 
 
創造性と行動力さえあれば何でもできる。

失敗なんて恐れない。 
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ボラんち。でしか味わうことのできない「お

いしさ」なのです。 
 
 
■未来へ 
 
 ここまで地震発生からのボラんち。の活動

を大まかに書いてみました。なんとなくわか

ってもらえたでしょうか？ 
  
さて、最初の方で「今後、活動をどうシフ

トさせていくかが悩み」と言いました。よく

考えてみると、やりたいことが何でもできる

ボラんち。ならではの贅沢な悩みなのかもし

れません。その悩みの答え。それは、今のボ

ラんち。の性格を今後も継承していくことな

のではないかと思います。特に、活動の多様

性とユニークさ。震災関連を始めとして、環

境、福祉、地域などこんなにバラエティに富

んだ活動をしている団体は日本全国を見て

も類を見ません。しかし、ただただ継承する

だけでは何の発展もありません。 
 
 
もう２歩先へ… 
 
 
次の一歩を考えるということはよく掲げら

れる目標です。そんなありきたりな言葉では

ボラんち。の未来は表しきれません。それぞ

れの分野において、２歩先を見越した思い思

いの活動を行っていく。もちろん活動に制限

を加えたり、無駄な干渉もしません。大学生

が持つ、豊かな創造性と行動力を駆使した活

動を展開していく。これが、新潟大学学生ボ

ランティア本部「ボラんち。」の未来の姿な

のです。 
 
 
 

■さいごに… 
 
 実は、新潟県中越沖地震の起こる２週間ほ

ど前にボラんち。では、大きな地震を想定し

た「災害シミュレーション」を１週間程度を

費やして行なっていました。正直なところ、

これを行なっていたから今回は迅速な対応

がとれたのだと思います。逆に、もし「災害

シミュレーション」を行なっていなかったら

…と考えると背筋も凍る思いです。これも運

命。もしかすると、このときだけ、２歩先の

未来を考えることができていたのかもしれ

ません。これは、未来のボラんち。の行く末

を予知した出来事だったのでしょうか。その

答えは、近い将来のボラんち。に表れること

でしょう。 
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§７ 

一緒に活動した道具たち 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ボランティアコーディネートをするためには、様々

な道具が必要です。ボラんち。が作成した一部をここ

で紹介します。 
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！！注意！！ 
 
正規版には、「ボランティア受付カード」等
のボラんち。で活用したフォーマットを、ま
た同じようなことが起きた際、すぐに使える
ように掲載されています。正規版にてご覧・
ご活用下さい。 
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